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秋田県には4，000箇所を数える遺跡が知られており、先人の足跡として多くの埋

蔵文化財が受け継がれてきております。これらは大地に刻まれた歴史であり、損

なうことなく未来へと受け継がれるべきものであります。

近年、高速交通体系や農業基盤の整備など、豊かで快適な生活を築くための地

域開発が大規模に行われ、埋蔵文化財の保護との調和を図ることが急務となって

きております。遺跡分布調査と遺跡範囲確認調査はそのための基礎となるもので

あります。

本報告書は、平成8年度に国庫補助事業として実施した琴丘能代道路建設事業・

秋田空港アクセス道路整備事業などの遺跡分布調査と、森吉山ダム建設事業・日

本海沿岸東北自動車道象潟秋田線建設事業などの遺跡範囲確認調査の結果をまと

めたものであります。

最後になりましたが、これらの調査にご協力いただきました関係各機関に感謝

申し上げるとともに、今後とも埋蔵文化財の保護につきましてご協力下さいます

ようお願い申し上げます。

平成9年 3月

秋田県教育委員会

教育長橋本顕信



1 本報告書は平成8年度に秋田県教育委員会が国庫補助を得て実施した遺跡分布調査と遺跡範屈確認調査

の報告書である。ただし遺跡分布調査については、平成8年4月~平成 9年1月までに実施した調査結果

である。

2 本報告書に記載の遺跡分布調査・遺跡範囲確認調査は主に秋田県教育庁文化課。秋田県埋蔵文化財セン

ターの職員が担当した。報文は遺跡分布調査については秋田県教育庁文化課、遺跡範囲確認調査について

は各調査担当者が作成したものを、秋田県埋蔵文化財センターが編集した。

3 遺跡分布調査のうち、新青年会館(仮称)整備事業・秋田・昭和線地方道改良事業@県立大学(仮称)秋田

キャンパス整備事業は、調査の結果、事業区内に遺構@遺物が確認されなかったため本報告から除外した0

4 遺跡範囲確認調査のうち、秋田，昭和線地方道改良事業に係る大松沢E遺跡は調査の桔果、調査区内で

遺構などが確認されなかったため本報告から除外した。また日本海沿岸東北自動車道象潟秋田線建設事業

に係る井戸尻台目遺跡は調査の結果、遺構が確認されず遺物がごく したのみであったため、本報

告からi注外した。

5 本報告書に使沼した地図は、秋田県教育委員会発行の『秋田県遺跡地図J (県南版争中央版@県北版)、

建設省国土地理院発行50，000分の 1および25，000分の l地形図と、日本道路公団 e 建設省@秋田県土木

部@秋田県農政部@秋田県商工労働部が作製した1，000分の l地形図である。
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第 1節遺跡分布調査

第 l章はじめに

国庫補助を得て実施した平成8年度の遺跡詳細分布調査は、琴丘能代道路建設事業 e 山本町豊岡バイパス

建設事業・県営ほ場整備事業金沢地区・県営ほ場整備事業琴丘北地区・秋田空港アクセス道路整備事業・日

本海沿岸東北自動車道象潟秋田線建設事業(河辺地区) .新青年会館(仮称)整備事業・鷹巣町湯車工区道

路整備事業・大館西道路建設事業 e 秋田@昭和線地方道改良事業・大館能代空港周辺道路整備事業・日本海

沿岸東北自動車道昭和琴丘線建設事業(昭和琴丘地区)・県道木戸石鷹巣線関連事業・道路災害防除事業(本

;庄市諏訪山トンネル) i河川改修事業 e 県営ほ場整備事業前山地区 e 県営ほ場整備事業銀詰地区ー

ほ場整備事業北阿気地区@ ほ場整備事業黒川地区・県営ほ場整備事業大砂川地底・県営ほ場整備事業宿

内地区 s 県営ほ場整備事業福地地区 e 県営ほ場整備事業黒倉堰地区 e 県営ほ場整備事業高梨東部地区@

ほ場整備事業寺沢地区。国道107号改築事業(石沢工区) ・県営ほ場整備事業横堀地区・県営ほ場整備事業

畑屋地区@県立大学(仮称)秋田キャンパス整備事業 e入道崎寒風L]J線整備事業 e県営ほ場整備事業館合地

区@秋田中央地区広域営農団地農道整備事業の遺跡分布調査と、森吉山ダム建設事業 e 日本海沿岸東北自動

車道象潟秋田線建設事業(河辺地区) ー大館西道路建設事業・県道比内大葛鹿角線建設事業・秋田@昭和線

地方道改良事業 e 田沢湖オートキャンプ場建設事業に係る遺跡範囲確認調査である。これらの調査はすでに

策定しである調査要項に基づいて、秋田県教育庁文化課、秋田県埋蔵文化財司センターの職員、それに大館市・

男鹿市，秋田市@本荘市・横手市ー琴丘町ー仙北町の専門職員の協力を得て、平成8年4月から平成9年 1

月にかけて実施したものである。

第 2章 平成 8年度遺跡分布調査@遺跡範囲確認調査実施要項

第 1節遺跡分布調査

調査の目的

開発予定地内を踏査・試掘して遺跡の有無を確認し、遺跡の保護策を講ずる 0

2 調査の方法

(1)計画地域の範閉内で遺物の表面採集および試掘調査を実施して遺跡の所在を確認するとともに、遺跡

の性格についても把握する。

(2)確認された遺跡は地図に記入し、イ立量を記録する。

(3) 遺跡の現況、遠景を写真記録し、遺跡の概要も記録する。

3 事業主体者

秋田県教育委員会
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第2章 平成8年度遺跡分布調査・遺跡範囲確認調査実施要項

ヰ 調査担当者

秋田県教育庁 文化課

秋田市教育委員会 文化課

男鹿市教育委員会 生涯学習課

本荘市教育委員会 社会教育課

横手市教育委員会 社会教育課

学芸主事

主任

係長

主任

主任

武藤祐浩、石郷岡千鶴子

安田忠市

泉明

長谷川潤一

神谷裕子

琴丘町教育委員会 生涯学習諜 主事 木村将来

仙北町教育委員会 主席主査兼払田柵跡環境整備係長小西秀典

5 調査対象地域および事業名

No 事業名 調査期間 調査結果等
1 琴丘能代道路建設事業 平成8年4月16日 事業地区内に周知の遺跡lヵ所を薙認
2 山本町豊岡パイコ建設事業 平成8年5月13日 事業地区内に周知の遺跡lヵ所および新発見の遺跡lヵ所を確認
3 県営11場整備事業金沢地区 平成8年4月18・19日事業地区内に毘知の遺跡3ヵ所および新発見の遺跡3ヵ所を確認
4 県営11場整舗事業飯詰地区 平成8年11月25日 事業地区内に周知の遺跡lヵ所を確認
5 県営ほ場整構事業黒)11地区 平成8年11月28B 事業地区内に周知の遺跡2ヵ所を確認
6 県営11場整備事業琴丘北地区 平成8年5月20日 事業地区内に毘知の遺跡1ヵ所を確認

平成8年11月19B・
7 県営ほ場整舗事業i兵井)11地区 12月16日 事業地区内に周知の遺跡1ヵ所を確認

平成9年1月13日

8 秋田空港アクセス道路劉常事業
平成8年6月5B・

事業地亙内に新発見の遺跡3ヵ所を確認7月25・30.31日

9 秋日本田線海建沿設岸事東北業自(動河辺車道地象区)潟
平成8年6月13B . 

事業地区内に周知の遺跡lヵ所、および新発見の遺跡7ヵ所を確認6月26日-7月3B 

10 鷹巣町湯車工区道路整構事業平成8年7月16日 事業地区内に周知の遺跡lヵ所を確認

11 大館能代空港周辺道路整備事業
平成8年8月22日・

事業地区内に周知の遺跡lヵ所を確認9月13日

12 [県道木戸石薦巣線関連事業 平成8年11月5-7日 事業地区内に周知の遺跡2ヵ所を雄認

平成8年?月18'19日ー13 大館西道路建設事業
10月31日 事業地区内に周知の遺跡3ヵ所を確認

14 芋)11河)11改修事業 平成8年11月15日 事業地区内に関知の遺跡lヵ所を確認

15 線日建本設海事沿業岸東(昭北和自~動琴車丘道地~B区11)考丘 平成8年日月18'19日・ 事業地区内に間知の遺跡3ヵ所および新発見の遺跡12ヵ所幻伝312月 17~19日

16 道路山災害前ネ除事)業(本荘市諏
訪トンル 平成8年11月8日 事業地区内に毘知の遺跡lヵ所を確認

17 国道107号改築事業 平成8年12月6B 事業地区内に新発見の遺跡1ヵ所を確認

18 県営 ~1場整情事業前出地区 平成8年11月22・26日・ 事業地区内に新発見の遺跡2ヵ訴を確認12月2・3・10日

19 県営ほ場整備事業北何気地区 平成8年11月訪日 事業地区内に毘知の遺跡3ヵ所を確認
20 県営!1場整備事業駒場北地区 平成8年11月27日 事業地区内に周知の遺跡2ヵ所および新発見の遺跡lヵ所を確認
21 県営11場整備事業大砂)11地区 平成8年12月2日 事業地区内に周知の遺跡2ヵ所を確認
22 県営ほ場整備事業宿内地区 平成8年12月3日 事業地区内に新発見の遺跡lヵ所を確認
23 県営ほ場整備事業福地地区 平成8年12月4日 事業地区内に新発見の遺跡lヵ所を確認
24 県営ほ場整備事業黒倉堰地区 平成8年12月4B 事業地区内に聞知の遺跡2ヵ所を確認
25 県営ほ場整備事業寺沢地区 平成8年12月5日 事業地区内に崩知の遺跡lヵ所を確認
26 県営!l場整備事業高梨東部地区 平成8年12月5日 事業地区内に周知の遺跡3ヵ所を確認
27 県営ほ場整備事業畑屋地区 平成8年12月9日 事業地区内に周知の遺跡2ヵ所および新発見の遺跡1ヵ所を確認
28 県営11場整備事業横堀地区 平成8年12月6日 事業地区内に周知の遺跡lヵ所を確認
29 県営ほ場整備事業館合地区 平成8年12月13B 事業地区内に周知の遺跡lヵ所を確認
30 入道崎寒風山総整備事業 平成8年12月12日 事業地区内に鹿知の遺跡lヵ所および新発見の遺跡1ヵ所を確認
31 秋田中央地区広域営農母娘道整備事業 平成8年12月13B 事業地区内に周知の遺跡2ヵ所を確認
32 新青年会館(仮称)整備事業 平成8年7月8日 周知の遺跡の隣接地を調査したが、事業地区内に遺跡は確認されなかった
33 秋田・昭和線地方道改良事業 平成8年8月8B 島知の遺臨の隣装地を調査したが、事業地区内に遺跡i;J:確認されなかった
34 県立大学(j，脇)秋田キャンパス輸事業 平成8年12月11日 即日の遺跡の近接地を調査したが、事業地区内に遺跡t確認されなかった
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調査対応

トレンチ調査

踏査およびトレンチ・持掘調査

踏査およびトレンチ調査

踏査およびトレンチ調査

踏査およびトレンチ調査

トレンチ謂査

踏掘調査査およびトレンチ・坪

踏査およびトレンチ調査

掘踏調査査およびトレンチー坪

|踏踏査査およびトレンチ調査 l 

トレンチ・坪掘調査

踏査およびトレンチ調査

踏査およびトレンチ調査

踏掘調査査およぴ!レンチ 坪J 

昨y日iく斗オて

トレンチ譲査

踏査およびトレンチ調査

踏査およびトレンチ調査

踏査およびトレンチ調査

踏査およびトレンチ・理掘調査

踏査およびトレンチ調査

踏査およびトレンチ調査

踏査およびトレンチ調査

踏査およびトレンチ調査

踏査およびトレンチ調査

踏査およびトレンチ調査

踏査およびトレンチ調査

踏査およびトレンチ調査

踏査およびトレンチ調査

トレンチ・坪掘調査

坪掘調査

踏査および坪掘調査

踏査およびトレンチ調査



第 2節遺跡範圏確認調査

第 2節遺跡範囲確認調査

調査の目的

開発事業計画に係る遺跡の範囲確認調査を実施して、埋蔵文化財の保護と保存を図る。

2 調査の方法

(1)遺跡の広がり、埋没の度合、時代とその性格を知るために、当該地域で遺物の表面採集および小規模

の発掘調査(遺構確認面までの掘り下げ)を行なう。

(2)地形等を考慮し、できるかぎり面的に調査地域を広げて遺構の確認に努める。

(3)現場で確認された遺構・遺物、堆積土の厚さ、遺物包含層などの記録を行なう。その際、遺跡の全景

と発掘調査状況、確認された遺構・遺物などは写真撮影をする。

(4)使用する地形図は開発部局で作製した一番大きな縮尺図面とする。

(5)遺跡の立地条件などに即した適切な調査をする。

3 事業主体者

秋田県教育委員会

4 調査担当者

秋田県埋蔵文化財センター 調査課長補佐 庄内昭男

調査第一科長 高橋忠彦

調査第二科長 柴田陽一郎

学芸主事 利部修、藤淳昌、谷地薫、高橋学、古川孝、磯村

非常勤職員 村上義直、千葉史宏、黒淳尊、熊谷誠
大館市教育委員会

大館郷土博物館学芸係長板橋範芳

5 事業名・調査対象遺跡・調査期間・調査担当者ほか

No 事業名 遺跡名・所在地 調査期間

上悪戸A-D遺跡(森吉町)
欄内A・8遺跡 (森吉町

平成8年5月13日l 森吉山ダム建設事業 姫ヶ岱A-D遺跡森吉町

橋場岱A-G遺跡((森吉町)) 
-10月25日

向様田A-F遺跡森吉町

上野遺跡 (河辺町)
2 日本海沿岸東北自動車 井戸尻台I遺跡(河辺町 平成8年11月11日
道象潟秋田線建設事業

井戸尻台E遺跡(河辺町* -12月4日

3 大館西道路建設事業 根下戸道下遺跡(大館市)
平成8年11月11日
-11月29日

4 
県道比内大葛鹿角線建

石鳥谷館跡(鹿角市)
平成8年11月5日

設事業 -11月20日

5 
田沢湖オートキャンプ

潟前遺跡(田沢湖町)
平成8年5月20日

場建設事業 -5月31日

6 事秋業田・昭和線地方道改良 大松沢H遺跡(秋田市) 平成8年8月1日
-8月6日

調査担当者

柴田陽一郎
手t 部 修
r同~ -k同ゑ 二主主子-4 

磯 村 ー広了ココ

里 j事 尊

庄内昭男
高橋忠彦
藤津 E日ヨ

利部 修
谷地 薫
磯村 ーε了=ョ

村上義直
千葉史宏
黒 j畢 尊
ハ能、、 谷日 誠

板橋範芳

柴田陽 郎
古川 孝

庄内昭男

高橋忠彦

摘 要

調査区内は遺跡と認
定できず

*井戸尻台E遺跡については、 10.300m2を対象として延べ861m2のトレンチ調査を行った結果、縄文土器破片3点、石
器類9点、陶磁器類7点が出土した。工事の際には立ち会い調査が必要であると思われる口
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第 2章 平成8年度遺跡分布調査・遺跡範囲確認調査実施要項
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第 1節遺跡分布調査

第3章調査の記録

第 1節遺跡分布調査

琴丘能代道路建設事業

八竜町八幡台を始点に琴丘町鹿渡を終点とする延長12.9kmの計画道路で、山本町を通過する計闇路線上の

一部について試掘を実施した。調査の結果、周知の遺跡 1ヵ所が路線に係わることを確認した。この遺跡に

ついては今後範沼確認調査が必要である。なお、本事業対象地域では、琴丘町部分の調査が残っている。

遺跡名 | 所在地 |時代|現況|出土遺物・検出遺構|備考

福耳石遺跡|山本町森岳宇古館堤頭|縄文時代|原野|土器片 岡空[1の遺跡

2 1イjてス

緊急地方道整備事業として、能代五城目線の通る山本町豊岡地反での事業である。整備予定の延長約 2km 

の計画路線の内、当面の事業対象地区について試掘を実施した。調査の結果、周知の遺跡 1ヵ所、新発見の

遺跡 1ヵ所が事業に係ることを確認した。但し、 2ヵ所とも遺跡として内容が希薄な部分であるため、工事

立会で対応、可能なものと判断した。
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第 3章調査の記録

3 県営ほ場整備事業金沢地区

横手市金沢地区における事業で、計画面積は249ha。平成12年度まで5ヵ年計画の事業である。平成 7年

度から分布調査を開始しており、本年度も当面の事業対象区域について踏査及び試掘を行った。調査の結果、

周知の遺跡3ヵ所、新発見の遺跡3ヵ所が事業に係わることを確認した。この内、平成 8年度事業地区内の

No.4・5は遺跡として希薄であること、また平成 9年度事業地区内のNo.1・2は試掘による遺構・遺物

の確認が無かったことからいずれも工事立会とし、 No.3・6については今後協議する予定である。

No. 跡名 所在地 時代 現況 出土遺物・検出遺構 イ蒲 考

1 な中かと通おり に商し 遺 跡 横手市安本字中通西 古代 水田 なし 周知の遺跡

2 ほ本ん で田ん 下した 遺 跡 横手市安本字本田下 代 水旧 なし 周知の 跡

3 か金ねざ沢わ柵さくl木まくE 遺跡 横手市金沢中野字西法寺 代 水田 剥片 周知の 跡

4 北きた里の子ぞ添え A 遺跡 横手市安本字北野添 縄文時代 71<.田 剥片

5 北野添 B遺跡 横手市安本字北野添 古代 水田 土師器片 新発見の跡

6 下しも矢や来さ沢きわ C遺跡 横手市金沢中野字矢来沢 古代 水田 竪穴住居跡 新発見の遺跡|

4 露営足場整纏事業銀詰地区

イ1111寄付飯詰地区における事業で、計画面積は200hao 平成9年度まで3ヵ年計画の事-業である。本年度は当

面の事業対象区域について踏査及び試掘を行った。調査の結果、面工事ヵ所での埋蔵文化財との係わりはな

いこと、ただし，水路工事で、周知の遺跡 lヵ所が事業に係わることを確認した。対応については、今後協議す

る予定である。

5 県曽ほ場整備事業累J!I地区

横手市黒川地区における 、計画面積は332hao 平成13年度まで5ヵ年計画の事業である。本年度は

当面の事業対象区域について踏査及び試掘を行った。調査の結果、周知の遺跡2ヵ所が事業に係わることを

確認した。対応については、今後協議する予定である。
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第 1節遺跡分布調査

6 県営ほ場整備事業琴丘北地区

琴丘町琴丘北地区における事業で、計画面積は270hao 平成 9年度まで 6ヵ年計画の事業である。本年度

は、平成8年度事業対象区域の内、周知の遺跡の隣接地について試掘を行った。調査の結果、周知の遺跡 1ヵ

所が事業地まで、広がっていることを確認し、協議により水路部分について工事立会を行い、また一部分は工

山山
I
T
J
 

在所

大

{局

ア 県営ほ場整備事業浜井JI1地区

井川町浜井川地区における事業で、計画面積はgg.6hao 平成10年度まで3ヵ年を予定している事業である。

本年度は、周知の遺跡を中心に事業対象区域について踏査及び試掘を行った。調査の結果、周知の遺跡 1ヵ

所が事業に係わることを確認した。対応については、今後協議する予定である。
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第 3章調査の記録

8 秋宙空港アクセス道路整備事業

秋田市上北手から秋田空港に向かう延長8.28km計画道路の予定路線、について踏査、また当面の事業対象区

域(河辺町部分)について試掘を実施した。調査の結果、新発見の遺跡 3ヵ所が事業に係わることを確認し、

また隣接する事業対象予定地域でも新たに遺跡(No.3)を発見した。このうちNo.1については遺跡としての

遺存状況が希薄であることから工事立会の対応とし、 No.2については工事方法の検討も含め協議中である。

なお、秋田市部分および雄和町部分については今後の調査が必要である。

No. 跡名 所 地 時代 現況 出土遺物・検出遺構 f蔚 考
上うえ 野の H 遺跡 河辺町戸島字上野32-1 縄文時代 LlJ キ本 土坑、土器片 新発見の遺跡

2 お大沿っ堤つみや山ま 遺 跡 河辺町戸島字大堤山27-2 古 1t 山 中本 溝跡、土器片 新発見の遺跡

3 奥おくつ椿ぱき岱たい 遺 跡 雄和町椿川字奥椿岱 縄文時代 よ間 地 土器片 新発見の遺跡

9 臼本海沿岸東北自動車道象潟秋田線建設事業(河辺地区)

河辺町七曲を始点に象潟町へ向かう計画道路の内、河辺町部分延長3.7kmについて踏査及ぴ試掘を実施し

た。調査の結果、周知の遺跡 lヵ所、新発見の遺跡7ヵ所が事業に係わることを確認した。この内、 No.1 

~4 については、緊急、の対応が必要であり、 No. 2 ~ 4は本年度範囲確認調査が実施された。

なお、河辺地区以南については、今後の調査が必要である。

No. 遺跡名 所在地 日寺 代 現況 出土遺物・検出遺構 容器 考

1 松木台車 助;河辺町松j刻字松木台
!日石器時代・

山林ー畑地
石間い炉、縄文中期

縄文時代 土器片

2 井い戸ど尻じりだ台い I遺跡 河辺町戸島字井戸尻台 古 代 山林・畑地 土器片 新発見の遺

3 井戸尻台耳遺跡 河辺町戸島宇井戸尻台 縄文時代 山林，畑地 石匙 新発見の遺跡j

4 上野遺跡 河辺町戸島字上野 縄文時代 山林・畑地 剥片 新発見の遺跡i
5 
f岱ニL、
I 遺跡 河辺町畑谷宇岱 縄文時代 LU 林 縄文中期土器片

6 た岱い 立 j童跡 河辺町畑谷宇岱 縄文時代 山 林 ピット 新発見の遺跡

7 岱 盟 遺跡 河辺町畑谷字岱 縄文時代 山 キイミ 土器片
新発見の遺E跡Ml 

ょ雀茨遺跡河辺町畑谷字蟹沢 縄文時代 山 オ宇 フレーク 新発見の

- 8 -



第 1節遺跡分布調査

10 鷹巣町湯車工区道路整備事業

鷹巣町湯車工区における道路整備対象地の内、周知の遺跡周辺について踏査を実施した。調査の結果、底

知の遺跡 Iヵ所が事業に係わることを確認した。その後、原因者と工事内容等について確認し、工事立会対

応とし、本年度中に対応、を完了した。

N0.1 遺跡名| 所在地

1|からむし岱町遺跡|鷹巣町脇神字からむし岱

11 大館能代史港周辺道路整備事業

大舘能代空港周辺の緩衝緑地の有効活用のために建設が予定されている施設整備事業予定地が、周知の遺

跡に隣接していることから周辺の踏査及び試掘を実施した。調査の結果、周知の遺跡、の一部に係ることを確

認したが、工事内容についての協議を経て、工事立会で対応可能であるものと判断した。

12 県道木戸石鷹巣線開通事業

県道木戸石鷹巣線に係る発掘調査の結果、現地保存されることとなった伊勢堂岱遺跡周辺の迂回ルートの

検討のために、周知の遺跡 2ヵ所について踏査及び試掘を実施した。調査の結果、 No.1についてはかつて

の土地改良による影響が著しく迂回ルートに係った場合でも慎重工事-で対応可能であること、 No.2につい

ては想定されるルート部分では、遺跡として内容的に希薄であることから工事立会での対応が可能であるこ

とを確認した。但し、特に後者については今後事業者側と協議を重ねる必要がある。

跡名 | 所在地 |時代|現況 i出土遺物 a検出遺構
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第 3章調査の記録

13 大鎮西道路建設事業

大館市根下回新町地区を起点とし、同市商人留地区までの延長6.24kmの計画路線の内、起点側と終点側に

ついて踏査し、起点側において試掘を実施した。調査の結果、周知の遺跡 3ヵ所が事業に係わることを確認

した。試掘を実施したNo.1については事業計画との関連から、本年度範間確認調査を行っており、 No.2・

3については、内容確認のための試掘が必要である。

本事業に関しては、計画路線上にあった片山館コ遺跡の発掘調査が既に完了している。

No. 遺跡名 所在地 日寺 代 現況 出土遺物・検出遺構 f賄 考
1 根ね下げ戸とみ道ち下した遺跡 大館市餅田字根下戸道下芋堀沢 縄文時代 山 林 土器片 周知の 跡

2 釈しや迦かな内いな中かだ台いI遺跡 大館市釈迦内字中台 古 代 山 林 地形確認のみ 周知の 跡|

3 釈しや迦かな内いな中かだ台いE遺跡 大館市釈迦内字中台 ーLトJ 代 山 林 地形確認のみ 周知の 跡|

14 芋111河川改修事業

本荘市川口菖蒲崎で子古川に合流する芋川の河川!改修事業に係わる遺跡の分布調査。平成 7年度から調査

が開始されており、本年度も継続して対象地区の踏査と試掘を実施した。調査の結果、周知の遺跡 1ヵ所が

に係わることを確認した。対応については、今後協議する予定である。
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第 1節遺跡分布調査

15 日本海沿岸東北自動車道昭和琴丘線建設事業(琴li"-'昭和地区)

昭和町に建設中の昭和インターから、琴丘町鹿渡に計画中の琴丘インターまで、の延長20.7kmについて、踏

査及び試掘を実施した。調査の結果、周知の遺跡3ヵ所、新発見の遺跡12ヵ所が事業に係わることを確認した。

いずれの遺跡においても、今後の範密確認調査が必要である。

また、水田部分の沖積地についても遺跡の存在が予想されるため、引き続き調査の必要がある。

No. 跡名 所在地 時代 現況 出土遺物・検出遺構 イ詣 考

1 元もと木きや山ま根ね I 遺跡 昭和町大久保字元木山根 縄文時代 リl 中本 フレーク 新発見の遺跡

2 元もと木きや山ま根ねE 遺跡 昭和町大久保字元木山根 縄文時代 LL! キ本 フレーク 新発 の 跡、

3 う後しろ や11まl 遺 跡 昭和町豊川龍毛字後山 縄文時代 LU オキ 縄文中期土器片 新発見の 跡

4 西にし 野の 遺 跡 昭和町豊川山田字家ノ上 縄文時代・古代 地 地形確認のみ 周知の 跡

5 お大おツつ 鹿ろく沢ざわ 遺跡 飯田川町和田妹)11字大ツ鹿沢 中 世論 山 林 帯出輪状の地形 来rr発見の 跡|

6 鹿ろく 来らい 館だて 跡 飯田川町和田妹川字鹿来 世 LlJ 手本 複数の段築 周知の 跡|

7 古関 I遺跡 飯田川町和田妹川字古開 中 世 山 林 陶器片 新発見の遺跡|

8 古関 E遺跡 飯田川町和田妹川宇古関 縄文時代 山 林 フレーク 新発 の 跡i
ヲ 越雄遺跡 井)11町黒坪字越雄 古代 a中世 畑地ー山林 土師器片 e 須恵器片 新発見の lMF 

10 北 1ちEな主 跡 五城目町野田字北 古 代 土問 地 土師器片・須恵器片 新発見の 跡

小立花遺跡11 五城目町浦大町字小立花 縄)(時代 畑地.U-'1，f: フレーク 新発見の 跡

12 小は林やし 遺跡 琴E町鰹川字小林 古 代 は! 寺本 土師器片 新発 の遺跡

13 真ざ山ん野の 遺跡 琴丘町;忠臣川字真山野 縄文時代 LU オキ フレーク 新発見の 助;

14 中陣場遺跡 琴丘町鯉川宇中陣場 古 代 LlJ 手本 鉄淳 新発見の跡l
15 ひ兵ょうヶが 沢さわ 遺 跡 琴丘町鯉]11字兵ヶ沢 縄文時代 ~rn 地 フレーク )母知の遺跡

寸

1
ム



第3章調査の記録

16 道路災害防除事業(本荘市諏訪山トンネル)

国道107号線上にある本荘市鳥田目地内の諏訪山トンネルにおいて、崩落防止吹き付け工事が計間されて

いる。トンネル上部には、中世城館が確認されており、工事との関連確認のため出入り口付近を中心に踏査

した。調査の結果、東由利町側では既に自然崩落が進んで岩盤が露出しており、今後の文化財対応の必要は

ないが、本荘市側では遺物の出土はないものの自然堆積層が厚く遺存しており工事立ち会いの対応としたo

N0.1 遺跡名| 所在地

11日 語 跡|本荘市烏旧日字山館

17 国道107号改築事業

本荘市雪車町から本荘市大梁に、延長4.08kmで計画されているバイパスの予定路線のうち、当面の事業

対象区域について試掘調査を実施した。調査の結果、新発見の遺跡 1ヵ所が事業に係わることを確認した。

対応については今後協議する予定である。また、計画路線については、今後も分布調査が必要である。

18 県営ほ場整備事業前山地広

鷹巣町前山地区における事業で、計画面積は60hao 平成12年度まで5ヵ年計画の事業である。本年度は当

面の事業対象区域について踏査及び試掘を行った。調査の結果、新発見の遺跡 2ヵ所が事業に係わることを

確認した。対応については、今後協議する予定である。

- 12 -



第 1節遺跡分布調査

19 県営ほ場整備事業北阿気地区

大雄村北阿気地区における事業で、計画面積は342hao 平成12年度まで5ヵ年計闘の事業である。平成 7

年度から分布調査を開始しており、本年度も当面の事業対象区域について踏査及び試掘を行った。調査の結

果、周知の遺跡 3ヵ所が事業に係わることを確認した。このうちNo.2・3については、試掘による遺構、

遺物の確認ができなかったことから工事立会の対応、とし、 No.1については、今後協議する予定である。

No. 遺跡名 所在地 時代 現況 出土遺物・検出遺構 イ賄 考

1 江原 i鳩 l遺跡 大雄村阿気宇江原嶋 縄文時代 水 田 土坑、土器片 周知の遺跡

2 江原 I[鳴 2遺跡 大雄村阿気字江原嶋 縄文時代 水 田 なし 周知の遺跡

3 江原 l嶋館跡 大雄村阿気字江原嶋 中 世 水田・原野 なし 周知の 跡

20 県営ほ場整備事業駒場北地区

太田町A駒場北地区における事業で、計画面積は73hao 平成13年度まで5ヵ年計画の事業である。本年度は

当面の事業対象区域について踏査及び試掘を行った。調査の結果、周知の遺跡 2ヵ所、新発見の遺跡 1ヵ所

が事業に係わることを確認した。対応については、今後協議する予定である。

No. 遺跡名 所在地 時代 現況 出土遺物ー検出遺構 f蒲 考

1 羽1;): 黒ぐろ 堂どう 遺跡 太田町駒場字羽黒堂 縄文時代 田 陶器片 周知の遺跡!

つ 飯 i嶋遺跡 太田町駒場字飯鵠 縄文時代 水 国 なし 周知の E事

3 下田遺跡 太田町:駒場字下回 江戸時代 水 出 陶器片 新発見の跡

勺。
1
1・ょ



第 3章調査の記録

21 県営ほ場整備事業大砂川地区

象潟町大砂川地区における事業で、計画面積は35ha。事業計画は平成10年度予定している事業である。

事業対象区域について踏査及び試掘を行った。調査の結果、周知の遺跡2ヵ所が事業に係わることを確認し

た。対-応については、今後協議する予定である。

.-5km 

22 県営ほ場整備事業宿内地区

比内町宿内地区における 、計画面積は30hao平成13年度まで5ヵ年計画の事業である。本年度は当

面の事業対象区域について踏査及ぴ試掘を行った。調査の結果、新発見の遺跡 1 ヵ芦~.が事業に係わることを

確認した。対応については、今後協議する予定である。

23 県営ほ場整備事業福地地区

雄物川町福地地区における事業で、計画面積は406hao平成13年度まで5ヵ年計画の事業である。本年度は、

当面の事業対象区域について踏査及び試掘を行った。調査の結果、新発見の遺跡 1ヵ所が事業に係わること

を確認した。対応については、今後協議する予定である。

14 



第 1節遺跡分布調査

24 県営ほ場整備事業黒倉震地区

田沢湖rnr黒倉堰地区における事-業で、計画面積は439ha。平成12年度まで5ヵ年計画の事業である。平成

7年度から分布調査を開始しており、本年度は、当面の事業対象区域について踏査及び試掘を行った。調査

の結果、周知の遺跡2ヵ所が事業に係わることを確認したが、ともに検出遺構・出土遺物に乏しく

の対応とした。

25 県営ほ場整備事業寺沢地区

出土遺物・検出遺構

土器片

雄勝町寺沢地IKにおける事業で、計画面積は57hao 平成13年度まで5ヵ年計画の事業である。本年度は、

当面の事業対象区域について踏査及び試掘を行った。調査の結果、周知の遺跡 1ヵ所が事業に係わることを

峰認した。対応については、今後協議する予定である。

15 



第3章調査の記録

26 県営ほ場整備事業高梨東部地区

イ山北町高梨東部地区における事業で、計画面積は118.5hao 平成 9年度まで 3ヵ年計闘の事業である。平

成 7年度から分布調査を開始しており、本年度で事業対象区域についての分布調査を完了した。踏査及び試

掘の結果、周知の遺跡 3ヵ所が事業に係わることを確認したが、いずれも検出遺構・出土遺物に乏しく、工

事立会の対応とした。

No. 遺跡名 所在地 時代 現況 出土遺物・検出遺構 市首 考

1 さ境かい 田だ じ城よう 跡 仙北町払田字境田 中 世 田 土師器・陶器 周知の遺跡

2 中村遺跡 仙北町上野田宇中村 古 代 71< 田 土師器 周知の 跡

3 四し じ十ゅうは八ち 遺跡 イ山北町上野田字四十八 古 代 71< 田 なし 周知の 跡

27 県営ほ場整備事業畑屋地区

千畑町畑産地区における事業で、計画面積は193ha。平成10年度まで4ヵ年計画の事業である。平成 7年

度から分布調査を開始しており、本年度は当面の事業対象区域について踏査及ぴ試掘を行った。調査の結果、

周知の遺跡 2ヵ所、新発見の遺跡 1ヵ所が事業に係わることを確認した。対応については、今後協議する

定である。

No. 遺跡名 所在地 時代 現況 出土遺物・検出遺構 f諾 考

l 橋江館跡 千畑町畑屋字前田 中 世 回 陶器片 周知の 跡

神尾町館跡ムつJ 千畑町畑屋字神尾町 中 世 水 回 陶器片 周知の遺跡

3 谷や地ち阜中:か 立遺跡;千畑町畑屋字谷地中 古 1t 水 田 須恵器片 新発見の跡

ハh
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第 1節遺跡分布調査

28 県営ほ場整備事業横堀地区

仙北町横堀地区とその周辺における事業で、計画面積は476.7hao平成13年度まで6ヵ年計画の事業である。

平成 7年度から分布調査を開始しており、本年度は当面の事業対象区域について踏査及び試掘を行った。調

査の結果、周知の遺跡 1ヵ所が事業に係わることを確認したが、検出遺構・出土遺物に乏しく工事-立会の対

応とした。

なお、本事業地内には星宮遺跡群が含まれており、これらを含む部分については仙北町教育委員会で、詳

細分布調査を進めている。

跡名| 所在地

29 県営ほ場整備事業館合地区

雄物川町倖;合地区における事業で、計直i面積は406hao平成13年度まで5ヵ年計画の事業である。本年度は、

当面の事業対象区域について踏査及び試掘を行った。調査の結果、周知の遺跡 lヵ所が事業に係わることを

確認した。対応については、今後協議する予定である。

庁

i



第3章調査の記録

30 入道崎寒風山線整備事業

昨年度からの継続事業である。男鹿市北浦相川を始点に北浦北浦を終点とする延長1.62kmの計画道路のう

31 秋田中央地区広域営農団地農道整備事業

秋田市外旭川と同市下北手を結ぶ延長17圃9岡、幅員 8mの計画路線の内、秋田市添川!字鶴木台地区につい

て踏査及ぴ試掘を実施した。調査の結果、}琵先!の遺跡2ヵ所が事業に係わることが確認された。対応につい

ては、今後協議する予定である。また、計画路線南側については今後の調査が必要である。

oo 
--4 



第 2節遺跡範囲確認調査

第 2節遺跡範閤確認調査

もりよしさん

森吉山ダム建設事業

森吉山ダム建設事業に係わる範囲確認調査について

森吉山ダムは、東西に長い森吉町にそびえる森吉山の北を流れる小又]11に建設されることとなり、ダム建

設地および貯水池用地(湛水区域)、道路用地を対象として広域に範閤確認調査を実施することになった。

ダム建設事業のため、すでに集落の移転は終了しており、かつての集落および耕作地の約 1，200，000m2が調

査対象になる。範囲確認調査は平成 6年度から始まり本年度で 3年目にあたる。

本年度は、上悪土橋付近に予定されているダムサイト下流およびダム本体に係わる場所ーとして、小又)11右

岸の上悪土地区、かつて桐内集落のあった小又川左岸の柵内地区を対象とした。貯水池用地では小又111右岸

の姫ヶ岱 a 橋場岱の各地区と向様田集落のあった向様田地区を対象として調査を実施した(第 2図)。

面積は当初U330宅OOOm2を予定した。調査期間中に橋場岱地区から姫ヶ岱@上悲土地区までの

を拡幅して工事用道路を造成する計画があり、これに対-応した調査も併行した。結果的に約 305，000m2を調

査し、 23遺跡、を確認し、平成 6・7年度に確認した 28遺跡を合わせて 51遺跡となった。

なお、平成 6年度に確認した「構内I遺跡J = !桐内在遺跡、Jは整理などの都合上、前者を「桐内C遺跡」、

後者を「楠内D遺跡」と名称を変更した。さらに、地籍台帳を照合したところ「上悪土」は「上悪声」となっ

ていることから、森吉町建設課と協議して、上悪土地区の遺跡はそれぞれ上悪戸A'B'Cの遺跡名とし、

本年度当初に確認した「上悪土遺跡」は「上悪戸D遺跡」とした。

5km 

2図森富山夕、ム建設事業地内範囲確認調査地区位霞図
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遺跡範聞確認調査第 2節

かみあくど

上悪戸A遺跡骨上悪戸B遺跡@上悪戸C遺跡@上悪戸0遺跡
、、l
J

4
a
a
'
B
 

f
i
¥
 

遺跡所在地

秋田県北秋田郡森吉町森吉字上悪戸 4-1 ， 9 ，10-1 ，11-1・2
上悪戸A遺跡

12-1 ~ 4 ，13，14-1 ，16-1・2外

秋田県北秋田郡森吉町森吉字上悪戸 8-12 上悪戸B遺跡

秋田県北秋田郡森吉町森古学上悪戸 7，8-9 上悪戸C遺跡

秋田県北秋田郡森吉軒森吉字上悪戸34-7 ， 34-29~41 ， 34-60・61・67，54外
上悪戸D遺跡

平成 8 年 5 月 13 日 ~10月 25 日範囲確認調査期間

範囲確認調査面積

工事区域内遺跡面積

2 

1 8 ， 5 50m2 3 

400m2 ヒ悪戸B遺跡6，300n子、上悪戸A遺跡4 

5，400m2 上悪戸D遺跡1，150m2、C遺跡

遺跡の立地と現涜
「町一
v。)立地
上悪戸A~D遺跡は小又川右岸の河岸段丘上にあり、北側の標高150~280m の丘陵地の裾部もしくはその

やや上の高位部に立地する。上悲戸A~C遺跡は、小又J11のすぐ北の段丘上にあり、上悪戸D遺跡も含んで、

A遺跡は南側が小又JIIのすぐ上で急、崖となり、遺跡の
この一帯が地滑りによる砂燥地となっている。

ほぽ中央を町道が横断している。全体的に北から南に下る斜面で、その標高は125~132m である。上悪戸 B.

C 遺跡は、上悪戸A遺跡の北もしくは北東側の標高140~150mの斜面上に立地する。上悪戸D遺跡は小又nr
の北にあり、標高109~115m ほどの段丘上に立地する。 遺跡の南側には、県道北内森吉線があり、南 e 束。

3方向とも斜面の下になっている。西の端部は丘陵の裾部にあたり、

②現況

B . C遺跡はかつて山林で木は伐採されていた。上悪戸D遺跡はか
上悪戸A遺跡はかつて水田で、

って畑地・山林であり、木は伐採されていた。

範囲確認調査方法5 

し、 mJ道の北側は地形に合わせてほほ南北方A-C遺跡は東西に走る町選に沿っトレンチ箇所を、

向に設定した。表土は重機で除去した後、遺構確認面もしくは地山面を精査して遺構ー遺物の有無を確認し

ていった。

範囲確認調査結果7 

A:上悪戸A遺跡

①層{立

地滑りによる砂磯地のため角擦が多く、遺物合包層まで深い。第 3図に示した南西部のA1地点における

層位と深さを下に記した。

日音褐色土(20cm)一縄文土

には細砂と小碍~40%2 ~ 5 

4 

黒褐色土(10cm)-縄文土器多く出土。やや硬くしまる。

20 

(25cm)、3 暗褐色土(20cm)、2 盛土(25cm)、

5 器出土。

含む。

A1-1 



j二悲戸A-D遺跡

②遺構と遺物

縄文時代の土坑を検出した。大きな角礁に交じって縄文時代後期の土器・石器が出土した。なお範囲確認

調査はトレンチ総延長が210mで、遺跡全体の面積の3.3%を行い、遺物の

B 上悪戸8遺跡

は中コンテナで1/3箱である。

遺跡の斜面上部では表土から25-30cm掘り下げて地山に達した。第 3図に示したB1地点における層位と

深さは下記のとおりである。

B 1 -1層 にぶい黄色褐色土(15-20cm)、2層褐色土(10cm)、3層 明黄褐色士一地山

②遺構と遺物

弥生時代後期の土坑を検出し、土器は土坑内から出土した。なお範囲確認調査はトレンチの総延長が40m

で、遺跡全体の面積の10%を行い、遺物に

C : _t二課戸C遺跡

はコンテナで土器1/4箱、石器1/4箱である。

遺跡の斜面上部では下部に比較して層厚があり訪れ'0第3区!

のとおりである n

C1-1層黒褐色土(lOcm)、2層 暗褐色土(8-14cm)、3層 にぶい黄褐色土(5-10cm)一地1111斬移層、

4関褐色土一地1110

遺構と遺物

縄文時代の土坑や溝跡、柱穴を検出した。遺物は縄文時代読期の土器や石器があり、少量ながら全体的に

したC1地点における と深さは下記

した。なお範囲確認調査はトレンチの総延長が102mで、遺跡全体の面積の8.9%を行い、遺物の

はコンテナで土器1/4箱、石器1/4箱である。

D 上県戸D遺跡

{立

畑部分と!日山林部分とでは層相が異なる。畑部分は層相が単純で地山まで浅い。!日山林部分は地滑りによ

る砂磯地となっているため、層相は複雑で地1[1まで深い。第 5図に示しているように焔部分をD1地点、!日

山林部分をD2.D3地点とした。 3地点の層{立と深さは下記のとおりである。

D 1 -1層 摺j色土(30cm)、2層 桔褐色土(20cm)一上回が遺構検出面

D ')…]層 階褐色土(30cm)、2層黒褐色土 竪穴状遺構掘り込み問、 3層 黒褐色砂質土(8cmJ

4層 暗褐色土(31cm)、5層黒褐色土(31cm) 粘土に砂混入。 6層黒褐色土(5cm) やや硬くし

まる。 7層 褐色土 柱穴確認面。 2-5層は南側斜面から流れた土砂が堆積したものと推定され

る。

D 3 1 暗褐色土(70cm)一盛土。 2層 褐色土(15cm)、地山ブロック状に混入。-ニ次堆積土。

3層黒褐色土(10cm)0 4層褐色土(60cm)一地UJ主体で砂磯混入。 5層黒褐色土(5cm) -D 2 

の6層に対-応。

下記のように旧山林部分の西側 (D2地点)では 2面の遺構検出面が確認された。

なお、遺跡を東西に横i析している!日県道の西側には砕石が厚さ40-50cmに敷かれている。また旧山林で

は西端に径50-60cmの大きな石が多数ある。

②遺構と遺物

-
e
i
 
つ山



第21111 )主跡事E担1確認調査

縄文時代の土坑と竪穴住居跡ー竪穴状遺構・柱穴を検出した。 造物は量的に少ないものの、畑部分では縄

文時代後期，晩期の土器・石器が調査区全体から出土している。旧山林部分では西側から出土している。な

お範笹I~n~認調査はトレンチの総延長が403m で、遺跡全体の面積の7.5% を行い、遺物出土量はコンテナで、土

器1/4箱、石器1/4箱である。

8 所見

A A遺跡

①遺跡、の種類

縄文時代後期の遺跡で、遺構密度は高くないが、遺物の分布範四は広し"0

②遺跡の範囲

東@西は沢によって画され、南は小又川のJ'I 岸から、 ~Iヒは町道のやや北、 1'1裾部の手前までが範囲である。

③発掘調査時に予想される遺品ト遺物

縄;丈時代後期の土坑が検出されるものと予想される。 遺物は土器の他、大惨 IJ、の角に混在する形で、石

器や石器剥片もしくは石器素材の割合が高く出土すると予想される。

B 上烹"戸B遺跡

①遺跡の種類

弥生時代後期の小規模な遺跡である。

②遺跡の範囲

南側の山裾のやや上で、馬の背状となった尾根部が遺跡の範囲である。

③発射調査時に予想される遺構@遺物

弥生時代の土坑が検出され、少量の遺物が出土するものと予想される。

c 上悪戸C遺助、

①遺跡の種類

縄文時代後期の遺跡である。

②遺跡の範囲

北東側の高位部で、舌状に張り出した斜面が遺跡、の範間である。

③発掘調査時に予想される遺構'遺物

縄文時代後期の土坑や跡事柱穴が検出され、少量の遺物が出土するものと子恕される。

D 上悪戸D

①遺跡の種類

縄文時代の後期・晩期の中規模な集落跡である

②遺跡の範囲

遺跡の北側の畑地・道路と、その北の山裾部の!日山林が遺跡の範囲である。

③発掘調査11寺に予想される遺構・遺物

縄文時代後期・晩期の住居跡と竪穴状遺構@土坑・柱穴が検出され、土器や石器がある程度出土するもの

と予想される。なお平成8年度に森吉町で、この遺跡、の南端部の道路拡幅部分を発掘調査した。この結果、

縄文時代後期 a 晩期の住居跡と土坑を検出している。

- 22 



上悪戸A-D遺跡
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上悪戸A-D遺跡
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「

上惑戸A-C遺跡
遠景(i窃から)

よ葱戸Ai量E事
調査状況(商から}

上葱戸A遺跡土筑

+費出状況{束力、ら)

上J悪戸A-D置跡

- 27 -



「
tn.!蜘 ..，.鈍捌続認調後
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上事戸Aill事 土続
線出獄況{寅から)

上怒戸AlIFfトレンチ

舗査状況(lI!lI!から}

上猿戸A遺跡深郷

土膚断面 {筒から)



上怒戸Bi責務湾最
(商から)

上懇戸B遺跡トレンチ

精査状況 {商から)

上悪戸B遺跡土筑

峨出状況 {荷から)

上。ι戸A一日遺跡
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1I'I2節 .，.檀問確認濁壷
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よ悪戸C遺跡 トレンチ

縞査状況 (~tから }

上蕩戸C遺跡土j~

4費出状況 (~tから }

上軍事声C遺跡 土i克

繍幽状況(爾から}



上悪戸0遺跡

遠景{北から)

上慈戸D遺跡 全祭

-~田部分(北西か ら)

上忍戸D遺跡トレンチ

精査状況ー山林節分

o預から)

[e'!r，p A -1)直跡
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上甑戸Dj輩"箆穴状

調書偽検出状況ー|白山糾

部分 (聞から}

上高~pDj蝿跡東側柱穴

検出状況ー|日山林節分

(束力‘ら)

よ悪戸O過侮

土保出土状況ー怨錦分

{南東から)



桐内A.B遺跡

( 2 ) 構内A遺跡@鴇内患遺跡

遺跡所在地

桐内A遺跡

桐内B遺跡

2 範閤確認調査期間

3 範殴確認調資面積

4 工事区域内遺跡面積

5 遺跡の立地と現況

秋田県北秋田郡森吉町森吉字桐内前田 5-1. 6-1・3 外

秋田県北秋田郡森吉町森吉宇家ノ下回、字情内33-1 ，34-37外

平成 8年5月13日-10月25日

101.753m2 

1河内A遺跡 15，500m2、桐内 B:i室跡 1，450m2 

(工)立地

桐内A.B遺跡は、小又)11が曲する にあり、!日桐内集落の西側に位置する。いずれも

県道比内森吉報の南側で、 f同内A遺跡は南側は標高116-117mで、東側から西側に向かつて下がるがほぼ平坦

であり、北側は標高114.5-115mと1段低くなっている。桐内B遺跡は、禍内A遺跡の南東方向で、 A

より高い標高127-131mの台地とに立地し、南西~北東にiロjかつて下がる緩斜面となっている。

②現況

1:lfiJ内A遺跡はかつては水田であった。 1:1司内B遺跡はかつて畑で、北西端は竹林となっている 0

6 範囲確認調査方法

桐内A遺跡は、中央部分のトレンチを南西端にある農道に沿わせる形で等間隔に設定し、それにほぼ直交

するラインは地形に合わせて適宜設定した。北東端は細長い地形に合わせて、県道にほぼ平行する長軸方向

に任意でトレンチを設定した。表土はいずれも重機で除去した後、遺構確認面もしくは地山まで人力で掘り

下げた。

7 範囲確認調査結果

A:桐内A遺跡

柄i付A遺跡では中央部が:水田造成の際に高u平されたものと忠われ、全体的に表土から地山までは浅く、西

側では地山の砂層が表土ドで露出している所もあり、沢となっている南側では表土下でιOcmも盛土されて

いる。 1段低い北側は盛土はされているが、包含層が良好に残っている。第 7図に示した南西側 (A1地点)

と北側 (A2地点)の!首位と深さは下記のとおりである。

A 1 1層黒褐色土(20cm)-表土、 2層 階褐色土(20cm) 遺物包含層、 3層 にぶい黄褐色土

一地山j斬移層

A2-1 

4 

(20cm) 一表十.~ 2 

黒褐色土(22cm) 遺物包含層、

地山

暗褐色土(13cm)一盛土、 3層 黒褐色土(15cm)-1自表土、

5層 にぶい黄褐色土(10cm)一地山漸移層、 6層黄褐

②遺構と遺物

遺構は舌状台地の南側と北側に多く分布し、縄文時代の住居跡・土坑・溝跡・焼土遺構を検出した。 遺物

は縄文時代後期の土器・石器が出土している。なお範囲確認調査はトレンチの総延長が1，001mで、遺跡全

体の面積の6.5%、遺物の は中コンテナで土器M籍、石器%箱である。

っ
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第2節遺跡範1'1:11確認調査

B 桐内B遺跡

緩斜面に作られた段々知!のため、1:111の肩部がやや深くなっている。第 7図に示したB1地点における層位

と深さを下に示した。

B 1 -1層暗褐色土(20cm)-

を検出

②遺構と遺物

2層 黒褐色ニヒ(22cm)、 3 黒色砂質土(13cm)-下部で配石遺構

縄文時代の配石遺構・土坑@焼土遺構を検出した。 遺物は縄文時代晩期の土器・石器が少量出土した。な

お範囲確認調査はトレンチの総延長が151mで、遺跡全体の面積の10.4%、遺物の

器1/4箱、石器1/2奈良である。

8 所長

A:桐i人jA 

①遺跡の種類

は中コンテナ

縄文時代後期の集落跡、で、 などから楠内地区の中心的な役割りを果たした集落と考えられる。

②遺跡の範囲

北問に張り出した台地全体が遺跡の範同である。

③発掘調査11寺に予想、される遺構。遺物

縄文時代後期の住居跡と土坑 e焼土遺構跡がある

は石{itf素材の剥)十も多く出土するものと考えられる。

B 桝内B遺跡

①遺跡の種類

縄文時代晩期の配石遺構を伴う遺跡である。

②遺跡の範囲

まとまって1食出されるものと

北側に張り出した狭小な台地の北西部が遺跡の範11jりである。

①発掘調査H寺に予想される遺構@遺物

中央部から斜面!マ部にかけて配石遺構が広がり、その下lこ土坑が検出されるものと

- 34 
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備内A.B遺跡i車貸

(西から)

問内A遺跡

寝穴住居跡検出状況

(~tから}

備内A遺i'f

住居E躍のtP~噴出状況

{西から}

州内A.BA鉢
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姫ヶ岱A~Dj宣跡

ひめがたい

姫ヶ岱A遺跡窃姫ヶ岱B遺跡@姫ヶ詰C遺跡母姫ヶ岱D遺跡( 3 ) 

遺跡所荏地

秋田県北秋田郡森吉町森吉字姫ヶ岱8， 9 -1 ，10-1 姫ヶ岱A遺跡

秋田県北秋田郡森吉町森吉字姫ヶ岱14-10-12姫ヶ岱B遺跡

タト秋田県北秋田郡森吉町森吉字姫ヶ岱12-2-11，15姫ヶ岱C遺跡

タト秋田県北秋田郡森吉町森吉字姫ヶ岱12-31姫ヶ岱D遺跡

平成8年 5月13日-10月25日範囲確認調査期間

範囲確認調査直護

工事思議内遺跡面積

2 

47， 3 

850m2 l守650m2、姫ケ岱B姫ヶ岱A遺跡ヰ

2，100m2 8号600m2、続ヶ岱D姫ヶ岱C遺跡

遺跡の立地と現況広
J

①立地

姫ケ岱A-D遺跡は小又川右岸の河岸段丘にあり、西側や北側の標高280-409mの丘陵地の裾部から南寄

A'C.Dの各遺跡はこの町る。この地区の中ほどを東西に町道が横断しており、りの小又JI!沿い

る。 C遺跡は標高131-134mで、 B遺跡は丘陵地の裾部寄りの標高約138m2道の南側に、 B遺跡は二!と{

の高位面に、 A.D遺跡は125-130mの低位面に立地している。

A-D遺跡はいずれもかつて水田であった。 A遺跡は!日山林を近年水田にしたもので木根がやや残る。

②現況

範臨確認識査方法6 

地形を考慮して任意にトレンチ筒所を設定し、重機により表土を除去した後、遺構確認面もしくは地111IiI

@遺物の有無を確認していった。を精査し

範回確認調査結果

A:姫ヶ岱A遺跡

ア

9図による土の移動の痕跡があるが、遺物包含層や遺構の残存状態は良好である。表土付近

と深さを下に記した。したA1主也点における

黒褐色土(33cm)-遺物包含層ー配石

にぶい黄褐色土一地山

つa (13cm)、

暗褐色土(10cm)一地山漸移層、

つ
ι../ 

遺構検出面、

A 1ー]

5 4 

②遺構と遺物

縄文時代の配石遺構と土坑を検出した。配石遺構の下に土坑は検出されなかった。遺物は縄文時代前期の

土器と石器が出土した。なお範囲確認調査はトレンチ総延長が114mで、遺跡全体の面積の6.9%、遺物の出

は中コンテナで土器M箱、石器¥箱である。

B 姫ヶ岱B遺跡

①層位

中央部は水田造成時に部分的に削平されており、地山まで、は約35cmと浅く、南西端の水田の屑部は盛土が

100-120cmもある。南端の工事用道路のための町道拡幅部分は、遺構・遺物の残存状態が比較的良好である。

39 



第 2節 遺跡範囲確認調査

町道拡IjJ高部分をB1 地点、として第9図に示し、 と深さを下に記した。

B 1 1層階褐色土(25cm)-表土、 2 (10cm)一盛土、 3 にぶい黄褐色上(15cm) 地山

j輯移層、 4層 褐色粘土一地Ll-l

②遺構と遺物

縄文時代の土坑と柱穴を検出した。遺物は縄文土器。石器が出土した。なお範回確認調査はトレンチ総延

長が70mで、遺跡全体の面積の8.2%、遺物の

c:姫ヶ岱C遺跡

①層位

はコンテナで土器万箱、石器メ箱である。

全体的に水田造成時の削平@盛土がみられた。表土から地山までの深さは、部分的ではあるが、東側では

15cm前後と浅い所もあり、西側では40~50cm と深くなる。小又川寄りの南端部、水田肩部では盛土が40cm と

く、深さが105cmになる所もある。第 9図に示した中央部南側の土坑検出地点における層位と深さを下に

した。

C 1 -1 

移層、 4

(20cm) -表土、 2層 黒褐色土(20cm)-遺物包含層、 3層 褐色土(10cm)一地山漸

明褐色土一地山

②遺構と遺物

縄文時代の住居跡や土坑 e 配石遺構 g i毒跡 s焼土遺構 s柱穴を検出した。遺物は縄文時代中期の土器@石

器が出土した。なお範毘確認識査はトレンチ総延長が465mで、遺跡全体の面積の5.4話、遺物の出土量は中

コンテナで土器1/4箱、石器1/4箱である円

D:姫ヶ岱D遺跡

①層位

全体的に水田造成時の削平がみられた。中央部一西側は表土~地山までの深さが20~25cm と浅く、東側で

は沢が入り込んでいるために東端に向かつて次第に深くなり、表土~地rlrまでの深さが65cmで、ある。第2図

に示したD1地点における層位と深さを下に記した。

D1-1層(10cm)-表土、 2層 黒褐色土(15cm)-遺物が出土、 3

4層褐色細砂一地山

②遺構と遺物

暗褐色土(8 cm)一地山漸移層、

遺構は縄文時代の住居跡と焼土遺構・柱穴を検出した。遺物は住居跡より深鉢形土器がまとまって出土し

た。他に遺構外から、縄文時代中期の土器・石器が出土した。なお範囲確認調査はトレンチ総延長が258mで、

遺跡全体の面積の12.2%、遺物の出土量はコンテナで土器%箱、石器M箱である。

8 所見

A:姫ヶ岱A遺跡

①遺跡の種類

縄文時代前期の小規模な遺跡である。

②遺跡の範酪

町道の下で、東の沢から西の斜面裾部までが遺跡の範囲である。

③発掘調査時に予想される遺構・遺物

縄文時代前期の配石遺構・土坑が検出され、遺物は土器・石器が少量ながら出土すると予想される。
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B 姫ヶ岱B遺跡

①遺跡の種類

縄文時代の小規模な遺跡である。

②遺跡の範囲

町道の北側と山裾部の間で開田されて平坦となったやや高い一面が遺跡の範聞である。

③発掘調査時に予想、される遺構@遺物

姫ヶ岱A-D遺跡

遺構は縄文時代の土坑と柱穴が検出されると予想される。 遺物は中央部は削平されて極めて少ないが南側

や西側にプライマリーな堆積層があることから、縄文土器・石器が比較的多く出土すると予想される。

c:姫ヶ岱C遺跡

①遺跡の種類

縄文時代中期 を伴う集落跡で、 ら な遺跡と考えられる。

②遺跡の範西

北@東側の沢や湧水地帯よりやや高い微高地上で、南@西側は微高地の縁辺部までが遺跡の範囲である。

③発掘調査時に予想、される遺構・遺物

縄文時代の中期の住居跡や土坑・配石遺構・溝跡・焼土遺構'柱穴が全体的にあまり

多く検出されると予想される。 遺物は縄文土器 a 石器が比較的多く出土すると予想される o

D:姫ヶ岱D遺跡

①遺跡の種類

縄文時代中期の集落跡である。

②遺跡の範囲

北側の斜面裾部と東の旧沢から南側の台地縁辺部までが遺跡の範囲である。

③発掘調査時に予想される遺構ー遺物

しないが比較的

縄文時代中期の住居跡 a 土坑@焼土遺構・柱穴が検出されると予想、される。遺構密度は低く、住居跡、の軒

数はさほど多くないと思われる。遺物は縄文時代の土器・石器が部分的にある程度まとまって出土すると予

想される。
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第 2節遺跡範囲確認調査

( 4 ) 橋場岱A遺跡@橋場岱B遺跡@橋場岱C遺跡@橋場岱D遺跡@橋場岱E遺跡@

橋場岱F遺跡@橋場岱G遺跡

遺跡所在地

橋場岱A遺跡

橋場岱B遺跡

橋場岱C遺跡

橋場岱D遺跡

橋場岱E遺跡

橋場岱F遺跡

橋場岱G遺跡

2 範回確認調査期間

3 範囲確認調査面積

4 工事区域内遺跡面積

5 遺跡の立地と現況

①立地

秋田県北秋田郡森吉町森吉字橋場岱48，49，50-1 外

秋田県北秋田郡森吉町森吉字橋場岱69，78 外

秋田県北秋田郡森吉町森吉字橋場岱42，62 外

秋田県北秋田郡森吉町森吉字橋場岱110-1

秋田県北秋田郡森吉町森吉字橋場岱109

秋田県北秋田郡森吉町森吉字橋場岱101，103，104

秋田県北秋田郡森吉町森吉字橋場岱 6-1 ，39，40，46 

平成 8年5月13日一10月25日

73.304m2 

橋場岱A遺跡 1，750m2、橋場岱B遺跡 7，700nf、橋場岱C遺跡 4，400m
2

橋場岱D遺跡 1，150m2、橋場岱E遺跡 1，900m
2、橋場岱F遺跡 1，400m2 

橋場岱G遺跡 2，600nf

橋場岱A~G遺跡は旧様田集落の対岸に位置し、小又川右岸の河岸段丘上で、 E'F遺跡以外は、標高250m

守の丘陵地の裾部と小又JIIとの間にあり、 E'F遺跡は裾部のやや上の高位部に立地する。この地区の中ほど

を東西に町道が縦断しており、 A~D'G の各遺跡はこの町道の南側に、 E.F 遺跡は北側に位置する。 A

~C'G の各遺跡は標高約131~136m で E.F遺跡は標高142~155m の高位面に、 D遺跡は標高約128m の

低位面で小又川沿いに立地している。

②現況

A~D'G の各遺跡は、いずれもかつて水田で、 E'F遺跡はかつて山林であった。

6 範囲確認調査方法

地形を考慮して任意にトレンチ箇所を設定し、重機により表土を除去した後、遺構確認面もしくは地山面

を精査して遺構・遺物の有無を確認していった。

7 範困確認調査結果

A:橋場岱A遺跡

①!嘗位

遺跡のすぐ北側がかなり撹乱されているため、中央よりも西側で、は75cmの盛土があり、西端部では表面に

20cmの砕石が敷かれている。しかし、包含層は残っている。ここでは比較的残りが良い第11図に示したA1

地点における層位と深さを下に記した。

A1-1層 階褐色土(20cm)-表土、 2層 黒褐色土(5cm)、硬くて酸化している。盛土か。 3層 黒褐

色-包含層、 4層 黒褐色土(15cm) i斬移層、 5層 黄褐色一地山
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②遺構と遺物
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遺構は縄文時代の住居跡@土坑を検出した。遺物は縄文時代中期@後期の土器白石器が広範囲に出土した。

なお範屈確認調査はトレンチ総延長が187mで、遺跡、全体の面積の10.6%を行い、遺物の

ナで土器汚箱・石器冗箱である。

B:橋場岱B遺跡

①層位

は中コンテ

町道の南@北側とも水田造成時における削平 a盛土が多く見られる。北側では盛土が厚く最大60cmで、ある

が、遺物包含層は比較的良く残っている。南側は盛土は15-25cmと薄いものの遺物包含層が削平されている

所も少なくない。ここでは第11図に示しているように町道の北側をA1地点、南側をA2地点とし、 2地点

と深さを下に記した。

B 1 1層 賠褐十-表土寺耕作土、 2 (15cm) 3 (20cm) 

物包含属、 4層 褐色土一地山

B2-1層 暗褐色土(lOcm)-表土・耕作土、 2層 培褐色土(15cm)一盛土、 3層黒褐色土(lOcm)

物包含層、 4J謹 褐色土一地山

@遺構と遺物

遺構は縄文時代の土坑@溝跡を検出した。その分布は南側にかたよっている。遺物は縄文時代後期@晩期

の土器，石器が出土した。なお、範囲確認調査はトレンチ総延長が478mで、遺跡全体の面積の6.2%を行い、

遺物の出土量は中コンテナで土器M箱・石器M箱である。

c:橋場岱C遺跡

①層位

南側に道路があり、その東 e 西側で層の堆積状態、が異なる。東側で、は盛土が10-20cmで、西側では15cmほ

どであるが、道路脇では60cmの地山が盛土されている。ここでは第11図に示しているように東部を C1地点、

西側を C2地点として、 2地点の層位と深さを下に記した。

C 1 地点-1層 暗土色土(30cm)-表土 e耕作土、 2層 黒褐色土(20cm)一盛土、 3

一遺物包含層、 4層 褐色土(10cm)一地山漸移層、 5層 黄褐色土一地山

(40cm) 

C 2地点-1層 暗褐色土(10cm)-表土、 2層黒褐色土(15cm)一盛土、 3層 培褐色土(25cm)-遺物包

4層 褐色土(20cm)一地山i斬移層、 5層 黄褐色土一地山

②遺構と遺物

縄文時代の配石遺構と土坑を検出した。遺物は縄文時代後期 e 晩期の土器 e石器が出土した。なお範函確

認調査はトレンチ総延長が155mで、遺跡全体の面積の3.5%を行い、遺物の

箱ー石器万箱である。

D:橋場岱D遺跡

①層位

盛土は平均して20cmほどであるが、町道の下付近よりも南側の小又川寄りがや

たD1地点における層位と深さを下に示した。

は中コンテナで土器1/3

くなる。第11図に示し

D 1 -1属黒褐色土(15cm)-表土・耕作土、 2層黒褐色土(20cm)

遺物包含層、 4層 にぶい黄褐色土(10cm)一地山許可移層、 5

3層黒褐色土 (25cm)-

黒褐色土、小擦やや混入一地111
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②遺構と遺物

縄文時代の住居跡と . i詐跡。小規模な配石遺構を検出した。遺物は縄文時代晩期の土器 e石器が出土

した。なお範閤確認調査はトレンチ総延長が125mで、遺跡全体の面積の10.8%を行い、遺物の出土量は中

コンテナで土器K箱・石器メ箱である。

E:橋場岱E遺跡

①層位

本遺跡は北西から南東に向かつて下る斜面にあるため、表土から地山までの深さは北西部が浅く、南東部

が130cmと深い。また、中央部の東側では表土下に薄い盛土がみられる。ここでは第11図に示したように平

均的な層位である中央部東側を E1地点、中央部東側を E2地点として、 2地点の層位と深さを下に記した。

E 1 -1 (20cm)一表ーに 2 

、4 にぶい黄褐色土地111

g、3

、 δ (5cm)一地山

E 2 1 

4 

黒褐色土(20cm)-表土、 2

にぶい黄褐色土一地山

(10cm) 3 黒褐色土(10cm) -遺物包含層、

と遺物

縄文時代の住居跡と竪穴状遺構・ -配石遺構を検出した。遺物は縄文時代の土器@石器が出土した。

なお範囲確認調査はトレンチ総延長が250mで、遺跡全体の面積の13.1出を行い、遺物の

ナで土器冗箱 e 石器メ箱である。

F:橋場岱F遺跡

は中コンテ

本遺跡は北側から南側に向かつて下る斜面にあるため、表土から地山までの深さは、北側が表土下の黒褐

色土がなく 20cmと浅く、南側では35-50cmと比較的深しユ。ここでは第11図に示したように、平均的な層位で

ある南一北に設定したトレンチの北寄りを F1地点、南端部を F2地点として、 2地点の層位と深さを下に

F 1 - 1 

4 

F2-1 

と遺物

にぶい黄褐色土(10cm)一

褐色土-fili LLI 0 

つ
ムJ

にぶい黄褐色土(10cm)-表土、 2

(15cm)、 3層

黒褐色土一地山i斬移層、 3

遺構は縄文時代の土坑を検出した。遺物は縄文時代11ft:期の土器 e石器が出土した。な

レンチ総延長が80mで、遺跡全体の面積の5.7%を行い、遺物の

箱である。

G:橋場岱G遺跡

は中コンテナ

(10cm) 地山漸移層、

一地LU、

はト

本遺跡の東側は水田造成時の盛土が顕著で、摩い所では120cmに達する。中央部では盛土が35cm~まどである。

遺跡を横断する道路の南側は、小又川に架かる橋の工事中に使われたところで、砕石が30cmほど敷かれてい

る。ここでは道路の北側のほほ中央部を G1地点として第11図に示し層位と深さを下に記した。

G 1 1層暗褐色土(35cm) 2 黒褐色土(20cm)、3層 褐色土(10cm)一地111漸移層、 4

褐色土一地山
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と遺物

は検出されなかった。 遺物は縄文時代技期の土器@石器が出土した。な

延長が117mで、遺跡全体の面積の4.5%を行い、遺物の

8 所見

A:橋場岱A遺跡

①遺跡の種類

縄文時代中期の集落跡である。

②遺跡の範囲

南側は工事による土取りなどのため、比較的広範囲に地山面まで削平され、またその跡に大きな河原石が

は中コンテナで土器μ箱。

トレン

ある。

埋められている。したがって遺跡範開は、

の小又川沿いの細長い一画である。

③発掘調査時に予想される

縄文時代中期の住居跡と土坑が検出されると

に{中ぴる 11IJ道の東側で、 はrllJ道の交差点付近まで

される。遺跡の東側では遺構が検出されてなかったこと

から、東側にある まとまって検出されると忠jつれる。

B 橋場岱B遺跡

①遺跡の種類

縄文時代後期@晩期の集落跡である。

②遺跡の範問

に伸びる町道の南と北に広がっている。二iヒは丘陵の裾部寄りで、 1者は舌;1犬に張り出した台地の

縁辺部からこのすぐ下の沢地までが範囲である。

発掘調査時に予想される遺構@遺物

縄文時代長期 e 晩期の土坑と溝跡 s 柱穴が検出されるものと予想される。国I道北の西側と

りでは遺構は検出されず遺物のみの出土し、他の地点では遺構・遺物とも量的にはさほど多くはないものの、

ほほ全体に分布しているものと思われる。

c:橋場岱c

C[J遺跡の種類

縄文時代後期 e 晩期の配石遺構を伴う集落跡である。

②遺跡の範囲!

小又JI1 寄りの南側は土取りのため地山までì~1j王子されているため、範囲から除外した。東側は橋場岱 G遺跡;

とmJ道を挟んで隣接し、北側は橋場岱B遺跡南端の沢で隔てられている。 T!Bは小又)11にほぼ沿っている。

③発掘調査時に予想される遺構 s 遺物

縄文時代後期・晩期の配石遺構と土坑が検出されるものと予想される。配石遺構は 3本のトレンチで検出

され、いずれも南側の小又川寄りにある。土坑は中央部から西側で検出されたことから、それぞれの遺構の

分布域は異なるかも知れない。

D:橋場岱D遺跡

①遺跡の種類

縄文時代の配お遺構を伴う集落跡である。

「
h
u



信Zつお?ヰ J告詰ホ各?守好Bh'Æ~刃言問オ三ノ" ι.... .1-'1..1点、::::3.lムノ'.J "-I-u~ム』 ドp:.p，し、f.J''''J_f:::L

②遺跡の範囲

橋場岱地区の南端部で、高位段丘面にある橋場岱E遺跡の南側の町道を挟んで隣接する低位段正面全体が

遺跡の範囲である。東・西側には沢が入り、南側は小又J11に沿っているため、独立した形となっている。

③発掘調査時に予想される遺構・遺物

縄文時代の住居跡や土坑@溝跡。小規模な配石遺構が検出されるものと予想される。北から南側に向かつ

て下る緩斜面で、南側には東西に伸びる自然の落ち込みがあり、北側は沢状地形となっているため遺構@

物は中央部付近に比較的多く検出されると思われる。

E:橋場岱E遺跡

①遺跡の種類

縄文時代の小規模な

②遺跡の範回

を伴う集落跡である。

北端は急斜面の裾部で、束。西には大きな沢が入り込んで南側に張り出した舌状台地となっている。この

部分が遺跡の範囲である。

③発掘調査時に予想される遺構 e遺物

縄文時代の住居跡と、竪穴状遺構白土坑・小規模な配石遺構が検出されるものと予想される。北から南側

に向かつて下る緩斜面であるが中央部からやや北寄りにかけてや で遺構が多いことから、この辺でも

はまだ検出されるものと忠われる。 遺物は上記の遺;情の多い地点とその下の斜面の間で出土したが、遺

構に比較して相対的に出土量は少ないものと予想される。

F 橋;湯岱F遺跡

縄文時代晩期の小規模な遺跡である。

②遺跡の範囲

北端は急斜面の裾部で、東・西側には大きな沢が入り込んで南側に張り出して舌状台地となっている。こ

の部分が遺跡の範囲である。

される遺構 e 遺物

縄文時代晩期の土坑が検出されるものと予想される。遺構は援斜面の中央部から下部にかけて検出数が比

較的多く、遺物も同様な傾向であろうと思われる。

G:橋場岱G遺跡

縄文時代後期の遺物包含地である。

②遺跡の範囲

橋場岱A遺跡の北側に隣接し、東西に伸びる町道の南北が範囲である。

③発掘調査特に予想される遺構・遺物

開国による削平などはあったものの基本的な堆積層は残っていることから、ある程度の遺物は出土するも

のと予想される。
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t膏場岱地区
全策(南西から)

偽場岱j也区情曝t苫

A-C'G遺跡
{北西から)

情唱岱A遺跡

トレンチ純金状況

(~から}

峰崎1持A-・6車跨
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検出状況(北から)

備4・1品目i車齢土錯
出土状況 {東から}

t轟1晶UlC遺跡
トレンチ精査状況

{北から}



矯場岱C遺跡

トレンチ精査状況

(北から}

4喬場岱C遺跡配石
遺禍織出 (筒から)

橋喝岱C遺跡

If右i量4再験出状況
(東から)

.j!'il，品岱A-(;遺跡
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t喬場岱D遺跡
近景 {潟査後)

(北西から}

IA場t話0遺跡土筑
験出状況 {荒から)

橋渇岱D遺跡

土器一括出土状況

(東から)



鳴唱岱E.F遺跡

.i9最 {日町から}

崎温岱E遺跡

配石海綿織出状況

(j置から)

t島場岱E遺跡土続

検出t!'iJi'.(西から)

4品渇1~ 、 -G l!跡
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4耳鳴岱F遺跡土筑
織出状況 (南から)

検場岱G遺跡土続

出土状況u輔がら)

備境岱G遁E署土話

出土状況(東から)
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第 2節遺跡範閉確認調査

( 5 ) 向様田A遺跡@向様田B遺跡@向様白C遺跡@向様田D遺跡@向様田 E遺跡@

向様田 F遺跡

遺跡所在地

向様田A遺跡

向様田B遺跡

向様田C遺跡

向様田D遺跡

向様田E遺跡

向様田F遺跡

2 範囲確認調査期間

3 範閤確認調査函積

4 工事区域内遺跡面積

5 遺跡の立地と現況

①立地

秋田県北秋田郡森吉町森吉字向様田家ノ下モ8守 9-1・2，11，16，81，81 -1、

82.83.84 

秋田県北秋田郡森吉町森吉字向様田家ノ下モ67-1・2，70，71 -1 ，72，74，75外

秋田県北秋田郡森吉町森吉字向様田家ノ下モ76，77，78，79

秋田県北秋田郡森吉町森吉字向様田家ノ下モ14-1，17，18，19-1 ，20 

秋田県北秋田郡森吉田I森吉字向様国家ノ下モ36，37，39，63，64

秋田県北秋田郡森吉町森吉字向様田家ノ下モ58，59 外

平成 8 年 5 月 13 日 ~10月 25 日

63，934m2 (末調査部分23，000m2- 3地点ーを除く)

向様田A遺跡 7，600m2、向様回B遺跡 5，400m2、向様田C遺跡 1，100m2

向様田D遺跡 2，800m2、向様田E遺跡 4，200m2、向様田F遺跡 2，700m2

向様田 A~F遺跡は小又J 11右岸の段丘上で、向様田 E遺跡以外は、標高356~400m の丘陵地裾部と小又川

との間にあり、 E遺跡は裾部のやや上の高位部に立地する。この地区の中ほどを町道が縦断しており、 E遺

跡以外は町道の南側に位置する。 A~D'F の各遺跡は標高133.0~138.5m で、北東から南東に向かつてわ

ずかずつ下る。 E遺跡は標高145.0~159.3m で、北東から南西に向かつて下る緩斜面上にある。 A~D'F

遺跡の南端は段丘の縁辺部に当たり、小又川に沿う形となっている。

②現況

A~D'F 遺跡はかつて水田で、あった。 E遺跡は畑として耕作された後、山林となっていたが既に木は伐

採されている。

6 範囲確認調査方法

地形を考憲して任意にトレンチ箇所を設定し、重機により表土を除去した後、遺構確認、面もしくは地山面

を精査して遺物・遺構の有無を確認していった。

7 範囲確認調査結果

A:向様田A遺跡

①層位

A 遺跡は東西に約170mと細長く、東側の北半・南半部と西側では土層の堆積状態が異なる。ここでは生

活用具廃棄場所を確認した東側の北半・南半部をそれぞれA1地点 .A2地点、西側の配石遺構を確認した

地点をA3地点として第13図に示し、 3箇所の層位と深さを下に記した。

A1-1 にぶい黄褐色土(30cm)-表土・耕作土、 2層 黒褐色土(15cm)一盛土、 3層 黒褐色土(20cm)

一部分的に酸化している、 4層 黒褐色土(25cm)-遺物包含層、 5層 オリーブ黒色粘土ーグライ

化した地山

A2-1層 暗褐色土(15cm)-表土・耕作土、 2層黒褐色土(20cm)-遺物包含層、 3層 暗褐色土(10cm)
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地山j新移f語、 4層 暗赤褐色土一地山

A3-1層黒褐色土(20cm)

配石遺構検出面、 4

②遺構と遺物

2層皐褐魚十 (15cm)-

黒褐色土一地山漸移層

向様田A-F遺跡

3 (40cm) -下部が

縄文時代の土坑と配石遺構を検出した。 遺物は縄文時代晩期の土器・石器が出土した。特に東側 2ヶ所で

遺物が集中しており生活用具廃棄場所と考えられる。なお範囲確認調査はトレンチ総延長が648mで、遺跡

全体の面積の8.5%で、遺物の

B 向様田B遺跡

①層位

は中コンテナで土器が3籍、石器が2箱である。

北端部は沢状地芳三となっておりやや深いが、それ以外は下に記したB1地点とほぼ同じような層位と深さ

である。第13留に示したB1地点の層{立と深さを下に記した。

B 1一1層 黒褐色土(は10仇cm叫)一表土@耕

山j瀬斬移層、 4層 褐色土一地山

と遺物

は、縄文時代の住居跡と土坑・溝跡・小規模な配石遺構を検出した。遺物は縄文時代後期 e 晩期の土

器@石器が出土した。なお範囲確認調査はトレンチ総延長が468m、遺跡全体の面積の8.7%で、遺物の出土

は中コンテナで土器が先箱、石器が託箱である。

c:声]ネ菜田C遺i跡

①層住

第13図に示したほほ遺跡の中央部のC1地点における層位と深さを下に記し

C 1 -1層 黒褐色土(20cm)-表土、 2層褐色土一地山i斬移層、 3層 黄褐色砂層(地山)

②遺構と遺物

遺構は縄文時代の土坑を検出した。遺物は縄文時代の土器が出土した。なお範囲確認調査はトレンチ総延

長が95rn、遺跡全体の面積の8.6%で、遺物の

D:向様田D遺跡

(工)層位

は土器が中コンテナで汗箱である。

やや高い面とその下の麗で生活用具廃棄場所が確認されているので、第13図に示したように、ここでは前

はその範囲内、後者はその近くの土層と層位を下に記した。

D1-1 にぶい黄褐色土(25cm)-表土・耕作土、 2層 黒褐色土(15cm)一盛土、 3

一遺物包含層、 4層 オリーブ黒色粘土一地山

D2-1層 にぶい黄褐色土(25cm)-表土・耕作土、 2層 黒色土(20cm)

(15cm)一地山漸移層、 4層 オリーブ黒色粘土一地山

②遺構と遺物

(15cm) 

、3 日吉褐色土

縄文時代晩期の土器・石器が 2 笛所から多量に出土した(写真72~76) 。なお、範間確認調査はトレンチ

総延長が188mで、遺跡全体の面積の6.7%で、遺物の出土量は中コンテナで土器が2箱、石器がl箱である o

E:向様田E遺跡

①層位

北東から南西に向かつて下る斜面で土が流失したせいか、表土から地山までは浅く、斜面上部では表土が
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第 2節遺跡範囲確認調査

15-20cmでその下がすぐ地山となる。ここでは第13図に示した、斜面下部で詑居跡に近く、本来的

況と思われる E1地点の層位と深さを下に記した。

E1-1層 暗褐色土(15cm)-表土。耕作土、 2層 暗褐色土(30cm)、3層 暗褐色土(5cm)一地山漸移

層、 4層 赤褐色粘土一地LlJ

②遺構と遺物

遺構は住居跡や土坑・溝跡 e 柱穴を検出した。遺物は縄文時代前期の土器@石器が出土した。なお範囲確

認調査はトレンチ総延長が276mで、遺跡全体の面積の6.6%で、遺物の

石器がM箱である。

F 向様田F遺跡

は中コンテナで土器がM箱、

全体的に水巴造成時の削平や盛土がみられる。東側は部平されており、 はすぐ地山で深さは20cm

である。南西端の層部では40cmの盛土がある。ここでは第13図に示した西側の溝跡付近を F1地点として、

層位と深さを下に記した。

F 1 -1層 暗褐色土(15cm)-表土・耕作土、 2層 褐色土(15cm)一盛土、 3層 黄褐色粘土一地山

②遺構と遺物

遺構は縄文時代の住居跡と溝跡を検出した。 遺物は縄文時代後期の土器・石器が住居跡周辺を中心にやや

出土した。なおトレンチ総延長が128m、遺跡全体の4.7%で、遺物の

器がK箱であるの

3 戸斤

A:向様ffiA遺跡

①遺跡の種類

縄文時代の配石遺構と土坑が検出され、縄文時代晩期の集落跡も想定される。

は中コンテナで土器がK箱、石

②遺跡の範囲

東端は向様田地区の中央を南北に横断する町道に接し、南は小又J11に沿う微高地一帯が範閣である。

③発掘調査時に予想される遺構。遺物

遺構は縄文時代晩期の土坑と配石遺構が検出された。遺物は、特に東半分に、縄文時代晩期の生活用具廃

棄場所があり完形土器や石器などが多量に出土するものと予想される。また生活用具廃棄場所付近に住居跡

の存在する可能性もある。

B 向主義国B遺跡

①遺跡の種類

縄文時代後期・晩期の配石遺構を伴う集落跡と予想、される。

②遺跡の範閉

西端は向様田地区の中央を南北に横断する町道に接し、南端は小又川寄りの台地縁辺部にあたる。北側は

地LUまで掘り下げたところ、開田前は沢状地形を呈していることがわかり、北側の範囲を沢状地形の境まで

の範囲とした。

③発掘調査時に予想、される遺構・遺物

遺構は縄文時代後期の住居跡と土坑・溝跡・小規模な配石遺構が検出され、遺物は量的には少ないものと

予想される。
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向様回 Þ'c ~F遺跡

c:向様回C遺跡

①遺跡の種類

縄文時代後期@晩期の小規模な遺跡と予想、される。

②遺跡の範囲

向様田B遺跡の南側下部の狭い低位面に立地し、西端は向様田地区の中央を南北に横断する町道に接し、

南側一東側は小又JIIに沿った台地縁辺部までが範囲である。

③発掘調査時に予想されi5遺構@遺物

遺構は縄文時代後期@晩期の土坑が検出され、遺物は少量ながら土器 a石器が出土するものと予想される o

D:向様EElD遺跡

①遺跡の種類

縄文時代娩期の遺物包含地である。

②遺跡の範毘

遺跡の北側は東西に伸びる町道と接し、東側は隣接するA遺跡との聞にある関田前に沢であった低地で画

され、南側は小又川に沿った台地縁辺部までが範囲である。

③発掘調査時に予想される遺構@遺物

縄文時代晩期の生活用具廃棄場所が2箇所で検出されたので、多くの土器@石器などが出土するものと予

想されるの

E:向様巴E遺跡

①遺跡の種類

縄文時代前期の集落跡である。

②遺跡の範囲

南北に伸びる町道の北側にある高位部で、細長く馬の背状に伸びた丘陵面が遺跡の範囲である。

③発掘調査時に予想される遺構・遺物

遺構は縄文時代晩期の住居跡と土坑・溝跡・柱穴などが検出され、遺物は土器・石器などが出土するもの

と予想される。遺構は斜面の上下におおきく分かれ、中央部は希薄である。

F 向様田F遺跡

①遺跡の種類

縄文時代後期の集落跡である。

②遺跡の範毘

北側は南北に伸びる町道に接し、東側は小高い丘陵の裾部にあたり、南側は小又)11に沿った台地縁辺部ま

での微高地面が遺跡の範囲である。

③発掘調査時に予想、される遺構・遺物

遺構は縄文時代後期の住居跡や溝跡などが検出されるものと予想、される。 遺物は、削平されて盛土された

からも出土しているが、それほど量は多くないと思われる。
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遠景(聞から}

向織悶AlI跡

近最(北西舟、ら}

向..困Ailrt トレンチ
精査状況 (i!!jから)



「

向除図A遺跡土録

出土状況 {函b、ら)

陶磁図A遺跡土締

出土状況(歯車、ら)

向4星回A遺跡
配石i盤情峨出状況
{北から)

同Jt革IIIAード晶蹄

- 69 -



r 
11>2節遺跡事ell川雄.a調作

70 

向篠田A遺跡土t克
犠出主主況 (渇から)

向織回目・ C.F遺憾

遠鰻 (繭から)

向俗図B遺跡

配右 (土筑)倹出状況

(東かう}



向鎌田B遺跡住居跡

機出状況 (酉から)

向総図C遺跡

トレンチ調査状況

(i!!aから)

向4墨田C遺跡土筑
検出状況 (南から)
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出土~況(備から)
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向桜田D遺跡 i量物
出土状況{北から)

向俗図。遺跡土訴

出土状況(>震から)
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土器出土~況
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向級自D潰跡

土器出土状況

向織田D遺跡土膚断話

(生活用具~繁場所)
(束力、ら)

向鎌田E遺跡

トレンチ精査状況

(南から}



向機回E遺跡

劉査状況 {衛から)

向様回E遺跡
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向織図F潰跡
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第 2節遺跡範囲確認調査

2 日本海沿岸東北自動車道象潟秋田線建設事業

うえの

(1 )上野遺跡

遺跡所在地 秋田県河辺郡河辺町戸島字上野119-3外

2 範囲確認調査期間 平成8年11月11日一12月4日

3 範囲確認調査対象面積 11，OOOm2 

4 工事区域内遺跡面積 3，500m2 

5 遺跡の立地と現況

(1)立地

上野遺跡は JR奥羽本線和田駅から南西2.4km、戸島集落から南へO.5klllほどの台地上にある。遺跡の立地

する台地は出羽丘陵の西端部に当たり、標高40-45mの平坦な河岸段E面で上野台と呼ばれている。遺跡は

この上野台東端部の標高42m前後の平坦地に立地し、北側は比高差25mほどで、水田面にいたる急崖となって

おり、東側には段丘面を開析する大きな沢が入り込んでいる。

遺跡の北1kmほどには岩見川が西流し、右岸には旧石器時代からの多くの遺跡が調査された御所野台地が

広がっており、また上野台の西側に繋がる七由台でも!日石器時代から弥生時代の遺跡群がある。さらに遺跡

の真南O.8klllには平成元年に調査された縄文時代早期から中世の遺跡とされる上祭沢遺跡が存在する。

(2)現況

遺跡の現況は、ほほ全域が畑地として耕作されており、東端部に草地と杉林がわず、かに残っている。

6 調査の方法

道路中心杭と幅杭を基準として対象範関内の地形も考慮したl隔1mのトレンチを設定して、遺構・遺物の

有無を確認した。実質調査面積は1，240m2で、対象面積の11.2%である。

7 範囲確認調査の結果

(1)層序

東端部を除く畑地では、耕作土の下は黄褐色の地山であり遺物、遺構とも検出できなかった。この地域で

は層淳に差があるものの地山上に漸移層も認められなかったことから、畑造成時に地山も含めて削平された

ものと考えられる。

草地と杉林のある東端部では、 I層黒褐色土(表土25clll)、E層暗褐色土(20cm)、回!脅黄褐色土(地LlJ)の層

序が確認できた。このうちH層は縄文時代(後・晩期)と平安時代の遺物包含層であり、また検出遺構の一部

の掘り込み面であることも確認した。その他検出遺構の多くは罰層上田が確認面である。

(2)検出遺構と遺物

検出した遺構には、縄文時代後期・晩期と考えられる土坑や住居と柱穴様のピットのほか石間炉がある。

遺物では縄文時代後期・娩期の深鉢形土器や鉢形土器の破片の他、同時期の石器、また平安時代の悶転糸

切りの底部を有する土師器町二などが出土している。

8 所見

(1)遺跡の種類

遺跡は、検出遺構と遺物から縄文時代後期及び晩期と平安時代の集落の存在が予測される複合遺跡である。

(2)遺跡の範囲と工事区域

- 76 -



井戸尻台I遺跡

は、台地北東端部から西側と南側に広がるものと考えられる。この遺跡範凶のうち工;事;区域は

遺跡、の中央部から南側の地域を東西に横断するものである。

(3)発掘調査時に予想される遺構 e遺物

遺構では縄文時代後期@晩期と平安時代の土坑や竪穴住居跡が、遺物では当該期の土器@石器などが検出さ

れるものと予想される。

(2) I遺跡

遺跡所在地 秋田県河辺郡河辺町戸

2 範顕確認調査期間 平成 8年11月11日~ 4日

3 範囲確認調査対象面讃 3，500m2 

4 3ヲ400m
2

5 遺跡の立地と現況

(1)立地

i 遺跡は、 JR奥羽本線和田駅から直線距離で南西約 2km 、 i~ïJ:I立IllJ戸島から七!日!工業凶地にI[IJか

う県道の右手にみえる台地上にある。遺跡、ののる台地は、岩見J![左岸に形成されたiuJ芹:段丘群のうち低位の

七 FII1台市で、遺跡の標高は37~38m である c 遺跡の北側は、岩見)11左岸の河岸段丘を南東一北西方rriJに関析

する白熊沢に面する。東西は南 北方向の小沢によって区切られており、二!とに向かつて張り出す舌状地形と

なっている。北側の白熊沢に面する段丘庄は急峻で、段E下の沖積面との比高は約21mである。

現況

工事区域内遺跡範囲のうち、西側約 11 分の 1 は杉林(胸高直径10~20cm) 、他は

松、栗の立木(胸高直径 5~ 10cm)が散在する。立木は未伐採である。

5 範密接認調査の方法

る。また、

道路中心杭と rlJ副えを

を確認した。試掘し

7 範囲確認調査の結果

(1) 

I層:表土・黒褐色土 (5~30cm) 、立層:黒褐色土(10~15cm)、部層:褐色土(5 ~ 15cm)、N層:地

山i!断移層(5 ~ 10cm)、V層:地jJ_J.黄褐色土である。地山上面までの土厚は、中央部が最も厚く 50~60cm 、

にして設定したI幅1mのトレンチ調査により遺物の有無、地山面における遺構の

は417.5mで、調資対象面積の約11.9%に当たる。

東側は35~45cm、西側は30-40cmで、ある。

E層は調査地中央部に堆積し、調査地西側の杉林内と、東端部付近では認められない。匝層は調査地全体

に堆積するが、特に中央部では厚く、明瞭である。北西の張り出し部では不明瞭となり、 しない部分も

ある。 遺構は皿層上面で、黒褐色土の不明瞭なシミ状のプランとして確認されるが、 N層上田まで掘りドげ

ないと判然としないものが多い。また、町層上面で確認される遺構でも、掘り込みが浅いものはV層上面ま

で下げると消滅してしまう恐れがある。 遺物はI層、 H層、国層かGHl，土した。特に立層、国層が本来の遺

物包合層である。

円

i
ワ
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第 2節遺跡範囲確認調査

検出遺構と

竪穴住居跡5棟、土坑12基、焼土遺構 1基、土器埋設遺構 l基を検出した。縄文時代中期後葉(大木10式期)、

晩期後葉(大柄A式期)の土器、後期一晩期の粗製土器、石器類が合計コンテナ I箱分出土した。

跡は伴出土器から晩期後葉のものと、中期後葉のものがある。土坑は後期または晩期の粗製土器が伴出した

ものがI基あった。

8 所見

(1)遺跡の種類

縄文時代中期後葉の集落跡、縄文時代晩期後葉の集落跡、及び縄文時代後期~晩期の貯蔵穴群もしく

坑群が複合する遺跡である。

(2)遺跡の範囲と工事区域

と推定される。工事計画;土、遺跡範囲の北側約半分に及んで、いる

発掘調査時に予想される遺構 e 遺物

竪穴住居跡は合計15-20棟、土坑は40-50基程度検出されるものと予想される。特に、調査地の中央部か

ら北西の張り出し部にかけての範囲では、遺構の密度が高くて遺物も多く、西端部と東端部は遺構。遺物と

も散在する程度であると思われる。

2 そのイili

井戸尻台E遺跡については、 10，300m2を対象として延べ861m2のトレンチ調査を行った結果、縄文土器破

片 3点、石器類 9点、陶磁器類 7点が出土した。工事の際には立ち会い調査が必要であると思われる。

第15図上野遺跡、井戸尻台 1. II遺跡位置図

。。
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第2節酒跡範問機認篇資

上野遺跡

遠祭(~t束力、ら)

上野遺跡

現況(商から)

上野遺跡

竪穴住居跡検出状況
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F 

上野遺跡

土器出土状況

井戸成台1.n遺跡
i丘景(~t西から )

井戸尻台I)，IM
g穴住居跡検出状況

t野遺跡・#戸h(台Uti事
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品1帥 直跡柁川町誌調査

8G -

井戸尻台I遺跡
土筑織出I荒波

井戸灰台I遺跡
土器出土~況

井戸尻台I遺跡

作業風.. 



根下戸道下遺跡

3 

根下戸道下遺跡

遺跡所在地 大館市根下戸新町69-1外

2 範囲確認調査期間 平成 8年11月11日-11月初日

3 範閤確認調査対象面積 14，600m2 

4 工事区域内遺跡面積 11，400m2 

5 遺跡の立地と現況

①立地と

道下遺跡は大館市役所から国道7号線を西へ約3Akm、秋田県立大館桂高等学校の東側に位置し西流

する米代111の右岸に形成された沖積面からの比高15m河岸段E上(第二段庄で片山野と呼ばれている)

地する。遺跡の北側をrlJ高50-80mの通称、「芋摺沢」が東西に下刻していて、遺跡の眼前で芋掘沢は南に折れ

米代]11沖積地へ下る。遺跡は芋掘沢の左岸に沿う台地縁に立地している。

遺跡の西側約300mの芋掘沢対岸には桂高校建設に伴い一部発掘調査が実施され、縄文時代前期末葉の斐

棺墓が検出された「芋掘沢遺跡」が、さらに600mほど西の餅回集落内には縄文時代前期の「餅田屋敷添遺跡」

が、東方約2kmの大館第一中学校裏には古代・中世遺物が散布する稲荷中岱遺跡と、その南に縄文時代晩期の

太平山遺跡がある。

②現況

地目は山林で、調査対象地の杉林はすでに伐採されている 0

5 範囲確認調筆の方法

基本的に15-20m間隔で、杉根の少ないところを選んでトレンチ箇所を設定し、

地山面を精査して遺構遺物の有無を確認していった。

なお、範囲確認調査汁象面積の13%についてトレンチ調査を実施し

ア 範盟薙認調査の結果

①層序

を除去した後、

全域で地形的に大きな変化はなく、そのた も全域にわたりほ をなしている。第i はか

(i斬移層)つての耕作土と腐植土で 8-10cm、第n層は保水性の高い黒色土で、25-35cm、第盟
で5-8 cm、第吾が地山である。

②検出遺構と遺物

遺構

検出された遺構は、 P1トレンチで径 6mほどの円形竪穴1基(縄文早期)oG1-H1トレンチから径 1m 

の円形土坑 1基(時期不明)、径l.2mの円形土坑1基(時期不明)、長!sIJj2.5mのTpitl基(時期不明)0 E 1・

G 2・日 1トレンチからチップ集積跡。調査区全域から多数の柱穴を検出した。

調査区内の台地縁からは5条の小沢 (B. M 1. Qトレンチ)を検出し、沢堆積土中より土器・石器が多数

出土した。

なお、 遺物は中コンテナで3箱ほどの出土量である。

遺物

一忠一



第 2節遺跡範囲確認、調査

土器は縄文時代早期の貝

文時代前期初頭の竹管押引文土器、中葉の

e撚糸文土器、尖底部。縄

a式土器、末葉の円筒下層 d式土器、縄文時代晩期の大

洞B-C式土器が出土した。

特記すべきことは縄文早期土器の出土状況が、調査区の西部から表裏縄文土器が、中央部から縄文・撚糸

文土器が、東部から貝殻腹縁文土器 a貝殻条痕文土器が出土していることで、各土器期の生活跡がそれぞれ

の区域に区分けできそうな出土状況にある。

石器は、調査区中央部のj斬移層下、地山上から 3ヵ所のチップ集積跡が検出され、石刃のサイドスクレイ

ノfーも 2点みられることから旧石器時代遺権の存在が考えられる。

縄文時代の石器では、磨製石斧 (Bトレンチ小沢基底部)、石槍、トランシェ様石器、石録、石箆、石小万、

石錐、麿石、石錘、御物石器が出土した。出土石器の中で石錘の出土率が高いのが特色である。

調査区全体から剥片、チップが多数出土したが、!日石器時代、縄文時代いずれに所属するのかは不明である。

その他、赤色顔料の原材と考えられる 3~ 5 cm大の赤色岩塊が8個出土し、磨つぶしに使用された赤色顔

料の付着した麿石 l個が出土している。

8 

①遺跡の種類

検出された遺物から旧石器時代の生活跡の存在が考えられる。

芋掠沢に面して縄文時代早期ー前期ー晩期の集落跡の存在が考えられ、特に縄文早期においては各土器期

の集落跡が単独で存在するものと思われる。

②遺跡の範囲と工事民域

芋掘沢に向かつて下刻した小沢によって作り出された北面する小台地上が集落跡の中心と考えられ、工事

区域は集落の南域を縦断するとみられる。

③発据調査時に予想される遺構ー遺物

台地平坦部では!日石器時代、縄文時代早期・前期 a 晩期の生活遺構が予想、される。台地を下刻した小沢、

及び斜面ではそれら生活跡の捨て場と考えられ、 e石器の出土が予想される。特に、台地面端 (Bトレ

ンチ付近)の小沢は水量が豊富で、水場遺構の存在、木器等の植物利用遺物の残存が予想される。

0
0
 

0
0
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第2節 遺跡範回確認調査

手//

iY1 Fl 

Pl 
円JlラE壬穴干支士.

※図i二十l註記はトレンチ名

第24図根下戸道下遺跡出土土器実測図
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線下戸量下01，."

遺跡周辺全優 {西北西上空b・ら)

線査区金量t(豪から)
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~.2 路量跨<i1l1iJiil!ilhl' 

- 04 

P 1トレンチ機出の

円形竪穴{東から)

H 1トレンチ4費出の

円形土1ん(北から}

GIトレンチ峻出の

Tピット(爾から}



H 1トレンチ4噴出の
チ yブ態積跡

G2トレンチ絵出の土成

締ill函にお付るiI~島出土

状況

。トレンチにかかる沢の

t量破 {遺物包含}状況

組下戸道下置嘗
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第 2節遺跡範間確認調査

4 県道比内大葛鹿角線建設事業

いしどりやたて

石鳥谷館跡

遺跡所在地 秋田県鹿角市八幡平字石鳥谷87番地外

2 範囲確認調査期間 平成8年11月5日-11月20日

3 範回確認調査対象面積 8，000m2

4 工事区域内遺跡面積 3，550m2 (内訳:果樹園 1，268m2、畑・農道 2，282m
2 
) 

5 遺跡の立地と現況

(1)立地

石鳥谷館跡は、 JR花輪線陸中大里駅から西南西方向約 1.6km、同線八幡平駅から北西方向約 2.5kmの距

離に位置し、花輪盆地の西側山地のひとつ三ノ岳(標高 618.0m)の東麓にあたり、夜明島川とその支流黒

沢川の左岸台地に立地する。館は標高 200m前後に高さを揃える大小 10ほどの郭およぴその裾に広がるい

くつかの腰郭と空堀から成っている。各郭から標高約 160mの水田低地にいたる傾斜面上にいくつかの段築

がほどこされ、石鳥谷集落はその段築に沿うかたちで階段状をなしている。

調査区は、石鳥谷館跡南東端およびそれに接続する地域で、館の段築の直下に位置し、黒沢川からの距離

は10-35m、標高はおよそ 170-175mである。

(2)現況

範囲確認調査対象区の現況は、水田・畑および果樹園(山ぶどう国)である。そのうち発掘調査対象区は

畑と果樹闘で、石鳥谷館跡の南東端にあたる。また、畑と果樹園の聞には農道があるが、生活道路として一

般に使用されていたため、その部分の調査はできなかった。

6 範囲確認調査の方法

幅坑を基準に設定した幅 1mのトレンチ調査によって遺物の有無、遺構の存在を確認していった。表土除

去はすべて重機によったが、遺構確認面までは人力で少しずつ掘り下げ、遺構の集中している場所は適宜ト

レンチを拡張して遺構の広がりを確認した。

トレンチの総延長は 780m、試掘面積は 1，140m
2で範囲確認調査対象面積の 14.3%にあたる 0

7 範囲確認調査の結果

(1)層序-( )内の数字は層厚-

畑の東側(農道寄り)の 1/3ほどは農地造成時に削平されており、表土の厚さは 30cm程で、その下が地

山である。

畑中央部の基本層序は以下のとおりである。

第1層 暗褐色土 (28cm) 表土層、耕作土-

第2層褐色土 (10cm)

第3層褐色土(7 cm) 

第4層にぶい黄権色土 一地山一

畑中央部~西側は比較的層厚があるが、東側にいくほどやや浅くなる。また、農地(水田)造成やその後

の耕作による撹乱などのため、場所によっては層序が異なる場合もある。

果樹園は畑に比較して遺構の保存状況が良好で、第 6層の砂磯層まで 120-160cmと深い。果樹閣の中央
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部の基本属序は以下のとおりである。

第l 目前島色土 (29cm) 

第2層暗褐色土 (39cm)

第3層黒褐色土.(7 cm) 

第4J言 にぶい黄櫨色土 (16cm)

第5 日音褐色土 (57 cm) 

第6層黄褐色土

一表土層、耕作士一

にシラス粒子(白)が多く混入している。

大変硬くしまっている。

部分的に酸化している。

第2麗と似ているが、第2層より軟らかい。

砂擦が多く混入し、部分的に酸化している。

--，-Fヰ今一、.t:♂:-n-h-
fコ，町七j)'l防止?J、

第2層の上面では調査区全面にわたり柱穴を検出している。また、第 3層は大変硬くしまっており、他の

深掘地点 2箇所でもほぼ同レベルで同じ状況を確認した。

(2)検出遺構と遺物

①検出遺構

の範囲確認調査対象区は、南西側の水田、ほぽ中央部の畑、北東側の果樹園であったが、水田からは

遺構・遺物が検出されなかったため、発掘調査の対象から除外した。

煩からは全面的に多数の柱穴を検出した。特にほぼ中央部では密集しており、重複も著しい。柱穴の形

には、円形・方形'長方形の 3 種類があり、その直径はほぼ15~23cmのものがほとんどであるが、長方形の

もののなかには辺の長さ18X26cm、深さ42cmと大きくて深いものがある。

上記の柱穴群には柱筋の通るものもあることから、柱列もしくは掘立柱建物跡と考えられる。また、柱穴

から遺物は出土していないが、柱穴の埋土にはいずれも地山粒子を含み、平安時代前半に降下した火山灰(以

下、大湯浮石という)の粒子は含まれない。このことから、これらの柱穴は大湯浮石の降下以前に揺られ、

かつ廃絶されたものか、館の郭として整地した際に大湯浮石層が除去され、その後に掘られたものと推定さ

れる。

果樹園からは焼土遺構を l基と柱穴を多数検出した。柱穴の分布は畑より密ではないが、調査区から全面

的に検出され、北西部に一部集中している箇所も確認した。検出面は第2層上面であり、柱穴はいずれも円

形で埋土中に大湯浮石粒子を含む。集中笛所の柱穴は径19~20cmで、径13~17cmの柱痕の周囲に大湯浮石を

含んだ褐色土を埋めており、他に地山であったと思われるシラスや炭の粒子も混入している。

果樹霞の現地形はほぼ平沼であるが、北東端の黒色土を深く掘り下げたところ、!日地形は北東方向に下が

り、かなり傾斜していることが判明した。平坦面では大湯浮石層やシラス層は確認されていないが、この地

点では整地の際に大湯浮石層とシラス層などで盛土をしたと思われ、さらに両層を掘り込んだ柱穴と、この

層と同レベルでの焼土遺構を確認している。この柱穴の掘込み面と焼土確認面は先述の第2層上面で検出し

た柱穴より下のレベル(第3層)に相当する。

以上のことから館の郭としての遺構蔀は少なくとも 2面あると推定され、その時期は柱穴の樫土や北東端

斜面の状況から、 2面とも大湯浮石の降下以降と考えられる。

また、畑と果樹園から縄文土器が出土していることから縄文時代の遺構の存在も予想される。

②出土遺物

遺物は縄文土器9点(前期後半一円筒下層式ーと後期)、土師器4点、フイゴの羽口 l点、陶磁器15点(室

町~江戸時代の肥前産など)、煙管(キセル一江戸後期)などが出土した。

8 所見

(1)遺跡の種類

縄文時代、平安時代の集落跡、中世の館跡、および江戸時代の複合遺跡である。

(2)遺跡の範囲と工事区域

水田部は遺構・遺物が検出されなかったので、遺跡範聞から除外した。また、畑の南西端は表土が浅いう
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第 2節遺跡範密確認調査

えに、その下がj深層になっており、遺構の存在は認められないと判断した。したがって、工事区域内遺跡範

囲は、水田と焔の南西端を除く、台地上の畑@果樹園およびその両者を結ぶ道路(農道)部分である。

(3)発掘調査時に予想される遺構@遺物

遺物の出土量はさほど多くないと思われる。しかし、遺構は館跡にともなうと思われる柱穴(掘立柱建物

跡@柱列)が多数検出された。とくに果樹関では遺構面が少なくても 2面確認される。それを含めると、各

時期の中心地点はずれるであろうが、最大6層の文化面が重複する可能性がある。それは古い時代から、

1 縄文時代前期 2 縄文時代後期 3 平安時代

4 中世(第 3層上面) 5 中世(第 2層上面) 6 近世

の順番となる。

第25図 位置図
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調査前の状況 (南から}

劉査前の状況ー泉繊留一

(雨から)

調査の状況 ー梨樹園ー

(i!13から)

.fiXM千館跡
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跡遺渇

民
J
V ートキャン

かたまえ

潟前遺跡

遺跡所在地 秋田県仙北郡田沢湖町田沢字潟前69外

2 範関確認調査期間 平成 8 年 5 月 20 日 ~5 月 31B 

3 範囲確認識査対象面積 12，000m2 

4 工事区域内遺跡酉穣 12，000m2 

5 遺跡の立地と現況

(1)立地

田沢湖畔の北東に位置し、笹森山の山麓が南西に伸びた裾部にあたる。標高265mから255mの関はなだら

かな傾斜地となっており、東と西に沢が入り込んでいることから南向きの舌状地形となっている。

(2)現況

かつては山林であったが、南西の一部に杉林がのこっている他は、原野となっていた。

円。
キャンプ場予定地内を縦断する道路計画杭を利用し、東西のトレンチライン (1m幅)を設定した。また 2ヵ

所に南北ラインを加えた。各試掘地点における遺構・遺物の有無を確認し、あわせて土層の観察を行った。

なお第29図のトレンチ番号は道路計画杭番号にあわせて呼称した。範囲確認調査面積としては、遺跡全体の

4.5揺を行った。

ア 範囲稽認調査の結果

(1)層位

遺跡の層位は、表土が黒色土であり、その下に遺物を包含する褐色土があり、地山は黄麓色あるいは明黄

褐色の粘土質土となっている。

第29図に示した Al~A4 地点における層位と深さを下に記したo

A 1 表土黒色土25cm.褐色土10cm.地山黄糧色土

A2 表土黒色土30cm.褐色土30cm'地山黄樺色土

A3 表土黒色土50cm.地山明黄褐色土

A4 表土黒色土20cm曇褐色土20cm'地111明黄褐色土

(2)遺構と遺物

西側では褐色土上面に遺構が確認された。第 6トレンチでは焼土遺構、折れた石棒、第8トレンチでは長

径20~30cmの楕円形の石をすきまなく埋め込んだ列石があった。 北西鶴の第12トレンチでは地山面で上面

に石が置かれた土坑を 1基、その他の土坑と思われる遺構のプランを 2ヵ所で確認した。北の高台部では、

地山面で焼土遺構を 2ヵ所で確認した。

遺物は調査したすべてのトレンチで出土し、褐色土上面から地山直上にかけて多量に包含されていた。標

高258mから下位の傾斜地では縄文時代前期前半の土器と偏平な石の両端を打ち欠いた石錘が多量に、標高

258mより上位では縄文時代後期前半の土器が多く出土した。上位部周辺で土偶 4点が出土しているのが注

目される。

なお遺物は、土器と石器が多く、中コンテナで20箱程の出土量があった。

円
ベ
U
ハU
1
3ム



ー
対
(
)
同

図
嗣
起

諮
細
川
埠
照

図
∞
N
紙

。
品
川
£
杓
民
間
ト
け
~
e
J

仰
が
刊
迫
い
J
u
m惜
矧
斗

g
u
U
拠

J
官
h
m
廿
剰
な
h
R
桓
N
n
m
蒋
心
察
制
ハ
も
蜜
謝
料
禦
£

~
4
w
r
'
v
u
巳
L
1
1
~
一
お
け
「
(
も
判
記
畑
件
以
川
一
い
円
J
m竹

けザ
W

山
町
任
阻
蕊
川
K
M
川

。
品
川
兵
杓
駒
川
炉
心
な
(
ザ
仰
い
け
竹
中
川
一
弘
容
剰
な
酬
山
村
r
h
γ
以
持
制
r
〉
問
団
相
官
命
、
話
ハ
b
hい
d
S
M
m
A
川
合
ぬ
け
叩
け
明
記
闘
い

。
品
川
崎
込
制
一
寝
」
一
戸
時
エ

ν
y〉
れ
お
い
官
同
日
間
引
回
(
も
や
け
~
週
刊
輔
(
も
5
2
組
組
i

p

門広

み
や
吋
心
ど
の
吋
(
も
同
時
吋
け
守
山
桝
紫
、
入
へ
{
1
4
4
j
L

弔

J
官
川
村
兵
杓
M
M
煙
弘
同
誌
な
E
叩
杓
似
竹
一
や
軍
陣
(
も
信
組
ほ
ど
μ
川
。
パ
」

ハザ料一、

濯

同

問

A
川
崎
r
V
山
一
山
尚
4
W
桝
腿
Q
吋
陸
相
一
剖
r
d
品
川
リ
エ

察
側
仇
(
b
f
h
γ
随
蕊
問
山
崎
(
b
括
起
但
o
A
川
兵
杓

リ

~
A川、長
J

刊
一
割

緩
い
快
粘
強
山
山
川
苧
(
も
同
地
N
滑
り
巳
宮
何
回
南
台
わ
γ
給
制
但
J
f
鞍
訴
判
り
へ
叫
け
吋
勾
鞍
げ
富
山
山
川
担
(
も
援
活
ピ
官
制
禦
い
エ
将
け
三
階
捜
ポ
(
b
k
T
h
m

hm廿
M
m
e
鍵
綱
引
の
町
、
長
杓
新
外
け
守
中
間
桝
聴
器
釈
(
的
)

。
ど
J
道
写
心
時
崎
r
V
E
塀
(
b
撞
姻
相
官
桂
川
明
日
明
ー
蕊
臨
}
(
も
寵
(
b
E
U
山
N
J
パ

h
N
5
5
N
W
四
臨
時
(
町
長
一
史
認
屯
M
W特
(
b
b
谷
川
明
。
提
綱
引

縫
製
(
も
掻
矧
(

N

)

o
A
N
J
¥
明
杓
一
明
叫
山
市
川
~
S
4
A
吋
持
込
山
府
間
控
酬
明
岡
山
由
(
も
窓

川
明
日
ピ
世
N
n
嬰
叫
が
刑
駆
け
守
似
収
納
μ

山
一
二
時
崎
誕
縦
μ

川
一
什
守
口
車
恒
(
も
活
組
問
地
ど
い
明

o
A
川
嘉
♂
吋
州
市
心
時
崎
以
給
料
}
偲
空
機
城
(
も
問
料
N
W
Pャ

世
制
捜
r
D
崎
リ
ミ
幅
護
以
m
e
υ
為
市
民
山
間
蝶
(
も
問
料
極
ピ
官
制
捜
r
心
崎
や
掻
制
品
中
継
(
も
窓
N
明
日
。
笠
沼
げ
「
辛
口
何
回
世
M
W
品
川
《
(
b
w略
取

都
憾
な
げ
窓
側
仇
(
円
)

〈わ

ハ
出
リ

E
ほ
J
Q阻
斜
早
同
国
当
同
町
内
室
副
阿

り
下
関
市
区
内
中
引
き
ト
ロ
は
ぷ
叫
し
守
口
川
村
タ

ユ

見

守

伊

吹

ど
川
町

c
h叫川
町





主主Fつメヤ乞 、主主~I;l市7字?守汗目玉γ三刃吉国オE二
フfJ臼良IJ ヨ昌弘力、1Ft.iLti '1~在ロ心附_a

ラニ二コ
〆〆〆〆〆〆~

ι~---

⑨ 

"" // 。 50m 

※スクリーントーン部分が遺跡範囲

第30図潟前遺跡工事区域内遺跡範囲図
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西側低地より北東に遺跡

をみる

遺跡の北側から南をみる

遺物出土状況

潟前遺跡
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め2節調，.純開時認l凋1<

右傾倒土紙汲

台地中央の予11石

台地北西側の石の"と止
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